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観
心
寺
の
草
創

観
心
寺
は
大
阪
府
の
東
南
部
、
い
わ
ゆ
る
南
河
内
の
山
中
に
あ
る
真
言
宗
の

（1）

名
刺
で
あ
る
。
南
河
内
は
小
高
い
丘
の
連
な
る
と
こ
ろ
で
、
県
境
に
向
っ
て
徐

々
に
高
く
な
り
、
東
の
奈
良
県
境
、
南
の
和
歌
山
県
境
で
は
葛
城
山
系
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
観
心
寺
は
河
内
長
野
市
に
含
ま
れ
、
大
阪
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン

化
が
進
も
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
寺
の
周
辺
は
現
在
も
静
か
な
環

境
に
つ
つ
ま
れ
、
ひ
な
び
た
雰
囲
気
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
知
っ
て
訪
れ
る
の
で
な

け
れ
ば
、
こ
こ
に
あ
の
あ
で
や
か
さ
で
著
名
な
、
そ
し
て
真
に
都
ぶ
り
の
作
風
を

誇
ら
し
げ
に
示
す
如
意
輪
観
音
像
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
の
は
困
難
だ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
観
心
寺
の
草
創
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
基
本
と
な
る
文
書
が
残

（2）

っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
『
権
少
僧
都
真
紹
付
属
状
』
（
貞
観
十
年
・
八
六
八
）

（
以
下
『
付
属
状
』
）
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、

親
心
寺
本
是
山
野
、
而
先
師
従
去
天
長
四
年
起
首
、
切
除
夷
坦
、
所
建
立
也

と
あ
っ
て
、
天
長
四
年
（
八
二
七
）
に
真
紹
の
師
で
あ
る
実
恵
が
、
山
を
切

開
い
て
建
立
し
た
旨
を
真
紹
が
述
べ
て
い
る
。
今
一
つ
は
、
『
観
心
寺
勘
録
縁

（3）

起
資
財
帳
』
（
元
慶
七
年
・
八
八
三
）
（
以
下
『
資
財
帳
』
）
で
あ
り
、
そ
れ

に
引
用
さ
れ
た
承
和
三
年
（
八
三
六
）
の
官
符
に
は
、

右
寺
起
首
、
自
去
天
長
二
年
礪
頼
政
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
真
紹
居
住
件
山
、
所
建
立
也

と
あ
っ
て
、
天
長
二
年
（
八
二
五
）
－
干
支
か
ら
す
れ
ば
天
長
三
年
（
八

二
六
）
ヵ
ー
に
、
真
編
が
観
心
寺
の
地
に
居
住
し
て
、
建
立
し
た
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
文
書
は
年
次
の
若
干
の
相
違
や
開
基
を
実
恵
と
す
る
か
否
か
な

ど
の
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
観
心
寺
が
天
長
二
年
（
八
二
五
）
か
ら
同
四
年

（
八
二
七
）
に
、
真
紹
を
中
心
に
し
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
と
思

（4）

あ
れ
る
。

次
に
草
創
当
初
の
観
心
寺
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
観

心
寺
は
『
付
属
状
』
に
「
本
是
山
野
」
と
あ
り
、
又
、
現
在
の
周
囲
の
状
況
か

ら
考
え
て
み
る
と
、
全
く
の
山
寺
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
人
里
か
ら
は
幾
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分
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
寺
で
あ
っ
て
、
都
か
ら
も
遠
く
、
観
心
寺
の
造
寺
が
 
 

都
の
周
辺
で
の
造
寺
と
は
様
子
が
だ
い
ぶ
異
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
 
 

し
か
も
、
真
紹
ほ
貞
観
十
五
年
 
（
八
七
三
）
 
に
七
十
七
才
で
没
し
た
と
考
え
ら
 
 

（
5
）
 
 

れ
る
か
ら
、
当
時
ま
だ
三
十
才
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
の
若
さ
で
あ
り
、
い
わ
 
 

ゆ
る
寺
院
建
立
に
ほ
著
す
ぎ
る
感
も
あ
る
。
こ
の
辺
の
事
情
を
考
え
る
資
料
と
 
 

し
て
は
、
『
資
財
帳
』
 
所
引
の
承
和
三
年
（
八
三
六
）
 
の
太
政
官
符
に
、
 
 

得
伝
燈
住
位
僧
其
紹
解
侶
、
己
居
住
件
地
、
歴
十
余
年
、
聯
建
道
場
号
観
心
寺
、
望
請
 
 

殊
賜
件
地
、
永
為
寺
地
 
 

と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
『
元
亨
釈
害
』
 
の
真
紹
伝
は
、
 
 

釈
真
紹
、
幼
事
弘
法
大
師
、
長
受
滞
頂
干
実
意
、
斉
衡
之
間
、
建
禅
林
寺
、
貞
観
十
五
 
 

年
七
月
七
日
滅
 
 

と
あ
り
、
空
海
と
の
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
空
海
の
弟
子
 
 

中
、
僧
名
の
頭
に
「
真
」
 
の
一
字
を
付
け
て
い
る
の
ほ
空
海
の
下
で
出
家
し
た
 
 

（
6
）
 
 

老
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
真
紹
も
そ
の
一
人
に
考
え
て
も
良
い
と
思
わ
れ
、
出
 
 

自
な
ど
は
未
詳
で
あ
る
が
、
観
心
寺
の
地
へ
居
住
す
る
以
前
は
都
に
居
た
も
の
 
 

（
7
）
 
 

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
都
の
僧
が
南
河
内
の
山
中
で
十
余
年
を
過
ご
す
と
い
 
 

ぅ
か
ら
に
は
そ
こ
に
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

私
は
真
紹
の
観
心
寺
の
地
へ
の
居
住
に
つ
い
て
、
当
初
寺
院
の
建
立
を
目
的
 
 

と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
真
言
密
教
の
僧
に
と
っ
て
重
要
視
さ
れ
て
い
 
 

た
と
思
わ
れ
る
山
林
修
行
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
 
 

そ
れ
は
、
空
海
が
入
唐
前
に
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
山
林
修
行
や
高
野
山
の
開
 
 

（
8
）
 

（
9
）
 
 

創
、
ま
た
、
真
泰
の
室
生
居
住
や
真
済
の
愛
当
護
山
高
尾
峰
へ
の
十
二
年
間
に
 
（
川
 

）
 
 

わ
た
る
入
山
な
ど
、
九
世
紀
前
半
の
真
言
密
教
の
僧
に
お
い
て
は
長
期
に
わ
た
 
 

る
山
林
修
行
が
う
か
が
え
る
こ
と
や
、
真
紹
が
記
し
た
 
『
禅
林
寺
式
』
 
に
も
禅
 
 

「
〓
し
 
 

林
寺
で
得
度
し
た
老
が
六
年
間
は
寺
を
出
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
て
修
行
の
必
要
 
 

性
を
説
い
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
真
紹
に
出
家
の
後
、
修
行
の
期
間
が
あ
っ
た
 
 

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
お
り
、
ま
た
、
観
心
寺
の
地
へ
の
居
住
の
前
に
長
期
の
 
 

（
1
2
）
 
修
行
の
期
間
が
考
え
に
く
い
か
ら
で
も
あ
る
。
 
 
 

も
し
こ
の
憶
測
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
観
心
寺
の
本
格
的
な
造
営
ほ
、
 
 

前
述
の
承
和
三
年
（
八
三
六
）
 
の
太
政
官
符
に
寺
地
を
賜
り
た
い
と
述
べ
た
時
 
 

点
よ
り
そ
れ
程
遡
ら
な
い
頃
な
の
で
ほ
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
真
紹
が
 
 

山
林
修
行
を
目
的
と
し
て
観
心
寺
の
地
へ
居
住
し
て
十
余
年
の
間
に
、
造
寺
の
 
 

気
運
が
お
こ
り
、
本
格
的
な
造
営
と
な
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
 
 

承
和
三
年
（
八
三
六
）
と
い
う
年
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
観
心
寺
の
実
 
 

際
の
草
創
の
年
と
い
っ
て
も
よ
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
時
に
真
紹
は
四
十
才
 
 

（
1
3
）
 
 

で
あ
り
、
前
年
に
空
海
が
没
し
て
、
真
紹
の
師
で
あ
る
実
意
が
真
言
密
教
の
頂
 
 

（
1
4
）
 
 

点
に
立
ち
、
い
わ
ば
真
紹
に
と
っ
て
条
件
の
整
っ
た
年
で
も
あ
っ
た
。
 
 

如
 
法
 
堂
 
 

承
和
三
年
（
八
三
六
）
 
を
中
心
と
し
た
観
心
寺
の
造
営
で
中
心
と
な
っ
た
堂
 
 

宇
ほ
 
『
管
財
帳
』
 
の
最
初
に
、
 
 

三
間
桧
皮
葺
如
法
堂
壱
問
翳
而
耶
器
具
内
 
 

と
記
さ
れ
る
如
法
堂
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
周
知
の
様
に
私
に
造
寺
を
行
 
 

ぅ
こ
と
ほ
禁
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
観
心
寺
の
建
立
も
な
か
な
か
難
事
業
で
あ
 
 

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
実
意
の
助
力
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
仁
明
天
皇
が
こ
の
 
 

造
寺
に
寺
地
と
東
坂
庄
を
与
え
て
許
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
真
 
 

相
同
様
長
期
に
わ
た
っ
て
山
林
修
行
を
行
っ
た
真
済
を
嵯
峨
天
皇
が
重
く
用
い
 
 

（
1
5
）
 
 

て
い
る
如
き
例
が
あ
り
、
山
林
修
行
を
行
っ
て
い
る
真
言
密
教
の
僧
が
重
視
さ
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れ
た
背
景
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
真
紹
は
仁
明
天
皇
へ
の
感
謝
の
辞
を
、
 
 

昔
黍
以
愚
膵
貧
道
之
質
、
厚
蒙
承
和
聖
主
之
恩
、
不
任
新
税
之
至
、
思
致
洞
塵
之
効
、
 
 

（
1
6
）
 
 
 

行
住
坐
臥
、
未
曽
廃
忘
 
 

と
述
べ
て
お
り
、
観
心
寺
草
創
に
仁
明
天
皇
の
賛
助
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
 
 

い
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

さ
て
、
こ
の
如
法
堂
に
は
、
『
管
財
帳
』
 
に
よ
れ
ば
次
の
も
の
が
収
め
ら
れ
 
 

て
い
た
。
 
 

胎
蔵
界
重
美
羅
一
鋪
八
副
黒
繋
辺
臓
。
 
 
 

如
意
輪
観
自
在
菩
薩
二
鋪
蒜
馳
讐
錮
。
。
 
 

五
大
虚
空
蔵
像
五
鋪
各
三
国
。
 
 

普
賢
延
命
菩
薩
像
一
鋪
三
副
。
 
 

五
大
尊
像
五
鋪
各
三
国
。
 
 

金
銅
尺
迦
像
一
躯
甫
四
寸
。
 
 

こ
こ
に
み
ら
れ
る
も
の
が
す
べ
て
当
初
か
ら
存
在
し
た
も
の
で
は
な
い
か
も
 
 

し
れ
な
い
が
、
最
後
の
釈
迦
の
小
金
銅
仏
を
除
け
ば
、
す
べ
て
が
絵
画
で
あ
 
 

り
、
如
法
堂
が
絵
画
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
た
堂
で
あ
っ
た
こ
と
は
理
解
さ
 
 

れ
よ
う
。
こ
れ
ほ
空
海
が
 
『
御
請
来
目
録
』
 
に
お
い
て
、
 
 

加
以
密
蔵
深
玄
翰
墨
難
載
、
更
偶
因
画
開
示
不
悟
 
 

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
真
言
密
教
の
修
行
に
は
絵
画
が
不
可
欠
と
 
 

考
え
ら
れ
、
山
林
修
行
の
場
と
し
て
始
ま
っ
た
観
心
寺
の
最
初
の
中
心
堂
宇
で
 
 

あ
っ
た
如
法
堂
が
絵
画
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
納
得
で
き
る
こ
と
 
 

で
も
あ
る
。
 
 
 

こ
の
如
法
堂
を
中
心
と
す
る
観
心
寺
の
造
営
は
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
に
は
 
 

は
ぼ
完
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
、
観
心
寺
三
綱
ら
が
鐘
一
口
 
 

（
1
7
）
 
を
鋳
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
三
綱
を
置
い
て
い
る
こ
と
や
通
常
鐘
が
鋳
造
さ
れ
る
 
 

の
は
寺
観
が
整
っ
て
か
ら
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
又
、
真
紹
に
つ
い
て
み
れ
ば
 
 

観
心
寺
の
造
営
に
一
応
の
め
ど
が
つ
い
た
ゆ
え
か
、
承
和
七
年
十
二
月
東
寺
少
 
（
1
8
）
 
別
当
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
か
ら
真
紹
は
河
内
を
離
れ
、
都
に
お
い
て
も
活
 
 

躍
す
る
様
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
 
 

承
和
七
年
以
後
の
真
紹
に
つ
い
て
少
し
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
承
和
七
年
 
 

（
八
四
〇
）
東
寺
少
別
当
と
な
っ
た
真
紹
は
、
承
和
十
年
（
八
四
三
）
ま
で
に
 
 

（
1
9
）
 
十
禅
師
と
な
り
、
承
和
十
年
（
八
四
三
）
十
二
月
十
三
日
に
東
寺
濯
頂
院
で
実
 
（
餌
）
 
 

恵
よ
り
伝
法
濯
頂
職
位
を
授
け
ら
れ
、
名
実
と
も
に
真
言
密
教
の
中
心
人
物
の
 
 

一
人
と
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
承
和
十
年
に
観
心
寺
別
当
に
河
内
国
国
守
を
充
て
 
 

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
都
に
お
け
る
真
紹
の
評
価
の
あ
ら
わ
 
 

（
2
1
）
 
 

れ
の
一
つ
だ
ろ
う
か
 

（
2
2
）
 
 
 

そ
の
後
、
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
 
に
は
権
律
師
と
な
り
、
そ
の
年
の
冬
実
 
 

（
2
3
）
 
 

恵
の
没
に
伴
っ
て
東
寺
二
長
老
と
な
る
。
翌
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
に
ほ
律
師
 
 

（
2
4
）
 
 

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
少
し
年
数
が
開
く
が
、
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
 
に
 
 

（
2
6
）
 
 

（
2
5
）
 
は
権
少
僧
都
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
に
は
少
僧
都
と
な
り
、
貞
観
十
五
年
 
 

（
八
七
三
）
に
没
し
て
い
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
様
に
真
紹
ほ
承
和
七
年
（
八
 
 

四
〇
）
以
降
は
、
観
心
寺
僧
と
い
う
よ
り
ほ
、
当
時
の
真
言
密
教
の
中
心
人
物
 
 

の
一
人
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
、
都
に
お
け
る
活
躍
が
重
視
さ
れ
よ
 
 

ら
ノ
0
 
 
 さ

て
、
観
心
寺
講
堂
の
造
営
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
 
 

（
2
7
）
 
 

西
川
新
次
氏
の
指
摘
に
注
目
し
た
い
。
西
川
氏
は
『
資
財
帳
』
諸
庄
事
、
古
市
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郡
壱
魔
 
の
註
記
に
、
 
 

（
2
8
）
 
 

（
マ
マ
）
 
 

（
マ
マ
）
 
 
 

右
貞
観
十
六
年
七
月
九
日
淳
和
院
大
皇
太
后
為
充
嵯
峨
院
大
皇
太
后
御
願
堂
修
理
料
施
 
 

入
 
 

と
あ
る
の
に
注
目
さ
れ
、
嵯
峨
院
太
皇
太
后
御
願
堂
こ
そ
講
堂
で
あ
る
と
考
 
 

察
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
講
堂
の
発
願
の
下
限
が
嵯
峨
太
皇
太
后
（
橘
嘉
 
 

（
2
9
）
 
 

智
子
）
の
没
年
で
あ
る
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
と
考
え
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。
 
 

こ
の
指
摘
ほ
現
在
も
支
持
さ
れ
、
観
心
寺
造
営
史
を
考
え
る
上
で
重
要
な
点
と
 
 

な
っ
て
い
る
。
仁
明
天
皇
の
生
母
で
あ
る
橘
嘉
智
子
の
発
願
の
堂
芋
の
存
在
 
 

は
、
真
紹
の
都
で
の
活
躍
に
起
因
し
た
、
真
言
密
教
の
中
心
人
物
の
一
人
の
寺
 
 

へ
の
堂
宇
の
発
願
と
し
て
理
解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
 
 

発
願
の
時
期
は
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
 
以
降
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
 
 

い
え
ば
、
承
和
十
年
（
八
四
三
）
 
の
伝
法
潅
頂
職
位
授
位
、
承
和
十
四
年
（
八
 
 

四
七
）
に
権
律
師
、
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
に
律
師
に
転
じ
る
と
い
う
真
紹
の
 
 

活
躍
は
、
そ
の
発
願
を
承
和
末
年
以
降
と
考
え
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
 
『
管
財
帳
』
 
に
講
堂
安
置
と
さ
れ
る
も
の
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
 
 

金
色
仏
限
仏
母
如
来
像
一
躯
 
 
 

金
色
弥
勒
如
来
像
一
躯
 
 
 

檀
色
薬
師
如
来
像
一
躯
宗
佑
願
主
沙
弥
益
満
 
 
 

練
色
如
意
輪
菩
薩
像
一
躯
捕
貼
尺
余
 
 
 

絵
枇
慮
舎
郡
像
一
鋪
三
副
 
 
 

聖
観
音
像
一
鋪
 
 
 

唐
聖
僧
像
一
躯
 
 
 

金
剛
童
子
像
一
鋪
三
副
 
 
 

練
色
批
沙
門
天
王
俊
一
躯
願
主
浦
絶
好
雄
 
 
 

壁
天
像
一
躯
 
 

の
四
躯
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
舶
載
像
と
考
え
ら
れ
る
唐
聖
僧
像
を
 
 

（
3
0
）
 
 

除
き
、
前
の
三
躯
に
つ
い
て
、
そ
の
道
像
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
が
、
そ
の
前
 
 

に
講
堂
の
主
尊
像
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
 
 

一
般
に
堂
芋
の
主
尊
像
ほ
、
資
財
帳
等
の
当
該
項
の
筆
頭
に
記
さ
れ
る
と
考
 
 

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
か
つ
て
は
、
観
心
寺
講
堂
の
主
尊
像
は
金
色
仏
限
仏
母
 
 

如
来
像
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
久
野
健
氏
に
よ
っ
て
、
金
色
仏
限
仏
 
 

（
3
1
）
 
 

母
如
来
像
、
金
色
弥
勤
如
来
像
の
現
存
が
主
張
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
れ
ら
の
像
 
 

（
3
2
）
 
 

は
既
に
滅
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
『
資
財
帳
』
 
の
み
か
ら
す
 
 

れ
ば
こ
の
理
解
も
ま
た
穏
当
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
述
べ
る
様
に
、
金
色
 
 

仏
眼
仏
母
如
来
像
と
金
色
弥
勒
如
来
像
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
作
風
、
大
き
さ
で
あ
 
 

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
二
優
に
積
極
的
な
序
列
を
つ
け
る
こ
と
が
困
簸
で
あ
 
 

る
こ
と
も
あ
り
、
久
野
氏
の
指
摘
は
 
『
資
財
帳
』
 
の
読
み
か
た
に
も
及
ぶ
も
の
 
 

で
あ
っ
た
。
（
例
え
ば
、
西
川
新
次
氏
は
『
資
財
帳
』
の
記
載
順
序
が
概
ね
仏
・
 
 

（
3
3
）
 
 

菩
薩
・
天
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
）
こ
の
様
な
経
過
を
経
て
、
講
堂
当
 
 

初
の
主
尊
像
を
金
色
仏
眼
仏
母
如
来
像
と
考
え
ず
、
緩
色
如
意
輪
菩
薩
像
 
－
 
 

如
意
輪
観
音
像
 
－
 
に
考
え
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
理
と
は
い
え
な
く
な
っ
た
 
 

（
3
4
）
 
 

の
で
あ
る
。
こ
の
論
考
の
主
眼
も
そ
の
辺
の
関
係
の
追
求
で
あ
り
、
そ
の
為
 
 

に
、
ま
ず
如
意
輪
観
音
像
に
つ
い
て
そ
の
制
作
の
周
辺
を
含
め
て
考
察
し
、
次
 
 

い
で
、
仏
眼
仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
 
 

れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
は
か
り
、
同
時
に
観
心
寺
に
お
け
る
造
仏
の
背
景
に
も
 
 
 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
現
存
す
る
も
の
は
、
 
 

（㊥（3）（2）（1）  

金
色
仏
限
仏
母
如
来
像
 
 

金
色
弥
勒
如
来
像
 
 

採
色
如
意
輪
菩
薩
像
 
 

唐
聖
僧
像
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少
し
は
及
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
 
 

如
意
輪
観
音
像
 
 

観
心
寺
の
秘
仏
本
尊
像
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
国
宝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
 
 

如
意
輪
観
音
像
ほ
、
大
変
保
存
の
良
い
像
で
あ
り
、
九
世
紀
の
真
言
密
教
の
彫
 
 

像
の
代
表
作
の
一
で
あ
る
。
そ
し
て
 
『
資
財
帳
』
講
堂
項
の
 
「
採
色
如
意
輪
菩
 
 

薩
像
」
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
像
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
 
 

先
学
に
よ
っ
て
、
様
式
・
制
作
年
代
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
 
 

（
3
5
）
 
 

る
。
残
念
な
が
ら
私
は
こ
の
像
を
詳
し
く
拝
す
る
幾
会
を
ま
だ
得
て
お
ら
ず
、
 
 

そ
の
作
風
・
様
式
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
提
言
で
き
る
立
場
に
は
な
い
。
し
か
 
 

し
な
が
ら
、
先
学
の
指
摘
や
拝
観
時
の
印
象
を
交
え
な
が
ら
、
こ
の
像
が
洗
練
 
 

さ
れ
た
造
形
様
式
を
示
す
こ
と
や
神
護
寺
五
大
虚
空
蔵
像
と
近
い
作
風
・
様
式
 
 

を
示
す
こ
と
な
ど
を
基
本
と
し
て
、
制
作
に
あ
た
っ
た
工
房
に
つ
い
て
を
中
心
 
 

と
し
て
考
察
し
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。
 
 
 

如
意
輪
観
音
像
が
、
神
護
寺
五
大
虚
空
蔵
像
と
近
い
作
風
・
様
式
を
示
す
こ
 
 

と
は
既
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
幾
分
太
め
 
 

で
堂
々
と
し
た
体
躯
の
モ
デ
リ
ン
グ
、
の
び
や
か
さ
と
厳
し
さ
を
合
せ
持
つ
表
 
 

情
な
ど
の
形
の
上
だ
け
で
な
く
、
木
彫
で
ほ
と
ん
ど
形
を
仕
上
げ
な
が
ら
、
細
 
 

か
い
塑
形
を
乾
漆
で
行
う
と
い
う
技
法
面
ま
で
及
ん
で
お
り
、
五
大
虚
空
蔵
像
 
 

の
造
形
に
よ
り
ソ
リ
ッ
ド
で
謹
直
な
感
覚
が
認
め
ら
れ
、
如
意
輪
観
音
像
の
そ
 
 

れ
に
よ
り
柔
ら
か
く
官
能
的
な
感
覚
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
共
に
関
係
の
密
 
 

な
工
房
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
造
形
が
 
 

示
す
全
く
都
ぶ
り
の
洗
練
さ
ほ
、
如
意
輪
観
音
像
が
、
南
河
内
に
あ
り
な
が
ら
 
 

も
、
決
し
て
ロ
ー
カ
ル
な
作
品
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

強
調
し
て
い
う
な
ら
ば
、
如
意
輪
観
音
像
が
示
す
、
破
綻
を
み
せ
な
い
造
形
の
 
 

う
ち
に
柔
ら
か
く
熟
し
た
感
覚
を
盛
り
込
み
え
た
と
い
う
技
柄
は
、
こ
の
像
の
 
 

制
作
に
あ
た
っ
た
工
房
と
し
て
、
都
の
工
房
の
な
か
で
も
中
心
的
で
あ
っ
た
第
 
 

一
級
の
工
房
を
想
定
で
き
る
程
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
様
な
工
房
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
私
ほ
八
世
紀
の
造
仏
に
つ
い
て
中
心
 
 

的
位
置
を
占
め
る
官
営
造
仏
所
の
伝
統
を
受
継
い
だ
工
房
の
存
在
を
考
え
ざ
る
 
 

（
謂
）
 
 

を
え
な
い
。
延
暦
八
年
（
七
八
九
）
 
の
道
東
大
寺
司
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
終
焉
 
 

を
迎
え
た
と
さ
れ
て
い
た
官
営
造
仏
所
の
工
房
で
あ
る
が
、
近
年
の
先
学
の
研
 
 

究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
、
平
安
京
の
官
の
大
寺
の
一
で
あ
っ
た
東
 
 

寺
の
講
堂
諸
像
（
特
に
菩
薩
像
）
 
の
様
式
に
は
、
「
天
平
伝
統
の
洗
練
さ
れ
た
 
 

調
和
・
均
衡
へ
の
志
向
を
基
盤
と
し
て
 
（
中
略
）
密
教
的
感
覚
を
、
客
観
化
し
、
 
 

（
3
7
）
 
 

か
つ
堅
実
に
造
形
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
」
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
 
 

造
像
が
行
わ
れ
た
承
和
六
年
（
八
三
九
）
 
頃
の
都
の
中
心
的
工
房
が
何
ら
か
の
 
 

形
で
官
営
造
仏
所
の
伝
統
を
受
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
様
に
な
り
、
官
営
 
 

造
仏
所
の
伝
統
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
様
に
な
っ
 
 

て
き
た
。
東
寺
講
堂
の
造
営
は
、
東
寺
が
既
に
空
海
に
下
賜
さ
れ
た
後
の
こ
と
 
 

ゆ
え
、
天
平
期
の
官
大
寺
の
造
営
の
様
に
、
す
べ
て
に
お
い
て
官
の
支
配
下
に
 
 

行
わ
れ
た
も
の
と
は
い
い
が
た
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
造
形
面
で
前
述
の
如
く
 
 

（
3
8
）
 
 

継
承
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
東
寺
講
堂
詰
腹
が
「
天
皇
御
願
」
で
あ
る
こ
 
 

と
 
－
 
天
皇
が
天
平
期
の
官
の
大
寺
で
も
発
願
老
で
あ
っ
た
 
－
 
は
注
目
さ
れ
 
 

る
。
す
な
わ
ち
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
官
と
工
房
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
道
東
 
 

大
寺
司
廃
止
の
後
も
、
何
ら
か
の
形
で
官
の
発
願
に
か
か
る
仏
像
の
造
像
に
あ
 
 

た
る
工
房
が
天
平
期
の
伝
統
を
受
継
ぎ
つ
つ
存
在
し
っ
づ
け
た
こ
と
も
考
え
ら
 
 

れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

今
一
例
こ
の
様
な
推
測
を
可
能
に
す
る
例
を
あ
げ
て
お
く
。
近
年
の
研
究
に
 
 

よ
っ
て
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
 
頃
に
淳
和
太
上
天
皇
の
追
善
の
為
に
寵
姫
永
原
 
 

御
息
所
の
発
願
に
よ
っ
て
造
像
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
広
隆
寺
講
 
 

（
3
9
）
 
 

堂
阿
弥
陀
如
来
像
の
造
形
を
み
て
み
ょ
う
。
こ
の
造
形
に
は
東
寺
講
堂
諸
像
の
 
 

造
形
に
み
ら
れ
る
の
び
や
か
な
緊
張
感
は
少
な
い
が
、
整
理
の
良
い
、
し
か
も
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神
経
の
ゆ
き
と
ど
い
た
衣
文
表
現
や
、
顔
や
体
躯
の
面
構
成
を
過
不
足
な
く
ま
 
 

と
め
上
げ
る
と
い
う
高
度
の
技
偏
と
共
に
、
凡
張
面
な
作
風
を
も
示
し
、
老
練
 
 

と
も
い
う
べ
き
、
長
年
の
技
柄
の
積
上
げ
の
の
ち
に
は
は
じ
め
て
成
立
つ
造
形
 
 

を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
技
法
が
木
心
乾
漆
造
と
い
う
天
平
期
以
来
の
 
 

手
法
で
あ
る
こ
と
を
加
え
て
み
る
と
、
こ
の
像
の
制
作
に
あ
た
っ
た
工
房
の
母
 
 

体
は
天
平
期
の
官
営
造
仏
所
の
他
に
は
考
え
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
 
 

の
様
に
こ
の
像
を
考
え
る
時
、
発
願
老
が
天
皇
の
寵
姫
で
あ
り
、
天
皇
追
善
の
 
 

造
像
で
あ
る
こ
と
が
、
制
作
に
あ
た
っ
た
工
房
と
大
い
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
 
 

（
4
0
）
 
 

推
測
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
様
な
憶
測
を
内
に
持
ち
つ
つ
、
次
に
、
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
に
近
い
 
 

様
式
を
示
す
神
護
寺
五
大
虚
空
蔵
像
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
こ
に
は
東
寺
講
堂
 
 

諸
像
に
み
ら
れ
た
天
平
期
様
式
の
継
承
は
そ
れ
程
感
じ
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
両
 
 

脚
部
の
表
現
は
広
隆
寺
講
堂
阿
弥
陀
如
来
像
よ
り
も
さ
ら
に
抽
象
化
の
進
ん
だ
 
 

も
の
で
、
塊
量
的
把
握
が
中
心
と
な
っ
て
部
厚
さ
が
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
写
 
 

実
と
調
和
を
最
大
の
特
色
と
し
た
天
平
期
の
表
現
と
ほ
異
な
る
と
い
う
べ
き
で
 
 

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
造
形
全
体
を
支
配
す
る
美
意
識
 
 

に
は
共
通
点
も
見
出
せ
る
。
そ
れ
ほ
、
決
し
て
誇
張
に
す
ぎ
る
こ
と
の
な
い
蕨
 
 

付
の
表
現
で
あ
り
、
荒
々
し
さ
を
錬
っ
た
仕
上
げ
の
確
か
さ
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
 
 

時
と
共
に
工
房
の
様
式
が
変
化
し
っ
つ
も
、
底
に
あ
る
も
の
は
貫
か
れ
て
い
た
 
 

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
4
1
）
 
 
 

幸
い
神
護
寺
五
大
虚
空
蔵
像
の
制
作
年
代
ほ
ほ
ぼ
わ
か
る
。
そ
れ
を
略
述
す
 
 

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
像
は
真
済
の
時
の
神
護
寺
に
造
ら
れ
た
宝
塔
院
の
本
尊
像
と
 
 

し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
宝
塔
院
が
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
 
に
着
工
さ
れ
、
 
 

（
4
2
）
 
 

承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
 
に
完
成
し
て
い
る
か
ら
、
五
大
虚
空
蔵
像
の
制
作
は
 
 

そ
の
終
わ
り
頃
、
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
 
頃
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
 
 

（
4
3
）
 
 

お
、
宝
塔
院
ほ
仁
明
天
皇
御
願
と
さ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
に
お
い
て
も
発
願
者
と
 
 

造
形
の
性
格
は
あ
る
程
度
の
関
連
を
も
っ
て
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
掲
げ
た
例
の
多
く
が
真
言
密
教
の
像
で
あ
る
こ
と
か
 
 

ら
、
造
形
の
共
通
性
を
発
願
老
と
工
房
の
関
係
よ
り
も
真
言
密
教
と
い
う
と
こ
 
 

ろ
で
把
捉
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
強
い
。
そ
こ
で
昭
和
元
年
（
一
九
二
 
 

六
）
に
焼
失
ほ
し
て
い
る
も
の
の
高
野
山
金
堂
の
諸
像
に
つ
い
て
少
し
述
べ
 
 

て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
私
の
考
え
の
補
助
に
し
て
お
く
。
高
野
山
の
金
堂
諸
 
 

像
の
う
ち
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ほ
、
最
も
当
初
像
の
面
影
を
 
 

良
く
伝
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
金
剛
王
菩
薩
像
と
金
剛
薩
摩
菩
薩
像
 
（
 

4
4
）
 
 

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
像
の
写
真
か
ら
は
、
初
発
性
の
強
い
会
意
的
な
表
現
を
示
 
 

す
お
顔
は
う
か
が
え
る
も
の
の
、
天
平
期
の
官
営
造
仏
所
の
特
色
で
あ
っ
た
調
 
 

和
の
と
れ
た
表
現
と
か
優
美
な
仕
上
げ
と
は
異
質
に
思
わ
れ
、
制
作
に
あ
た
っ
 
 

た
工
房
と
し
て
は
異
な
っ
た
系
譜
の
工
房
を
考
え
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
 
 

た
、
初
期
高
野
山
の
造
営
に
つ
い
て
は
、
空
海
の
消
息
等
に
み
ら
れ
る
辛
苦
や
 
 

（
4
5
）
 
 

遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
造
営
事
業
も
、
官
の
援
助
を
大
幅
に
受
け
て
の
も
の
と
は
 
 

考
え
難
く
、
こ
の
点
で
も
先
程
の
推
測
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。
こ
の
様
に
高
野
 
 

山
金
堂
の
造
仏
が
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
前
述
の
一
連
の
彫
像
に
お
け
る
共
通
 
 

性
の
把
捉
ほ
、
天
皇
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
発
願
者
と
そ
の
像
を
制
作
す
る
工
 
 

房
の
関
連
に
見
出
す
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

周
辺
の
こ
と
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
示
し
た
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
観
 
 

心
寺
如
意
輪
観
音
像
の
造
形
の
性
格
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

第
一
に
、
如
意
輪
観
音
像
の
制
作
に
あ
た
っ
た
工
房
が
、
神
護
寺
五
大
虚
空
 
 

蔵
像
と
の
共
通
性
か
ら
、
官
と
密
な
つ
な
が
り
を
持
っ
た
工
房
と
想
定
で
き
る
 
 

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
発
願
老
も
、
天
皇
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
老
で
あ
 
 

っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
想
定
は
 
『
資
財
帳
』
 
の
 
 

「
嵯
峨
院
太
皇
太
后
御
願
堂
」
の
存
在
と
結
び
つ
く
。
後
に
明
ら
か
に
す
る
様
 
 

に
金
色
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勧
如
来
像
が
如
意
輪
観
音
像
よ
り
遅
れ
る
様
式
を
 
 

持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
如
意
輪
観
音
像
が
講
堂
の
当
初
の
主
要
尊
像
 
 

と
し
て
道
立
さ
れ
た
こ
と
や
「
嵯
峨
院
太
皇
太
后
御
願
堂
」
が
講
堂
に
あ
た
る
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こ
と
な
ど
も
納
得
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

第
二
は
、
こ
の
工
房
の
様
式
展
開
に
も
か
か
わ
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
如
意
 
 

輪
観
音
像
の
様
式
を
神
護
寺
五
大
虚
空
蔵
像
と
の
比
較
で
い
か
に
考
え
る
か
と
 
 

い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
異
な
っ
た
二
つ
の
考
察
が
既
に
示
さ
れ
 
 

て
い
る
。
共
に
如
意
輪
観
音
像
の
官
能
的
な
感
覚
を
認
め
な
が
ら
も
、
西
川
新
 
 

（
亜
）
 
 

次
氏
は
、
神
護
寺
五
大
虚
空
蔵
像
の
よ
り
ソ
リ
ッ
ド
で
謹
直
な
感
覚
を
様
式
化
 
 

の
傾
向
が
や
や
深
ま
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
、
柔
か
く
官
能
的
な
感
覚
を
様
式
展
 
 

開
の
内
で
上
昇
期
（
完
成
期
）
 
に
考
え
ら
れ
、
神
護
寺
像
が
や
や
遅
れ
て
完
成
 
 

（
4
7
）
 
 

し
た
も
の
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
久
野
健
氏
は
、
顔
の
横
幅
が
よ
り
広
く
な
 
 

り
、
眉
が
さ
ら
に
前
方
に
突
出
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
如
意
輪
観
音
像
ほ
、
東
 
 

寺
講
堂
諸
像
、
神
護
寺
像
と
成
熟
し
て
き
た
平
安
初
期
様
式
が
よ
り
進
ん
だ
も
 
 

の
と
さ
れ
て
、
様
式
展
開
の
内
で
完
成
期
（
下
降
期
）
 
に
考
え
ら
れ
、
神
護
寺
 
 

像
よ
り
後
の
制
作
を
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
考
察
ほ
い
ず
れ
も
可
能
 
 

性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
私
は
久
野
氏
の
見
解
に
従
い
た
い
と
思
 
 

う
。
そ
れ
は
、
次
項
以
降
で
明
ら
か
に
す
る
様
に
、
如
意
輪
観
音
像
の
制
作
を
 
 

斎
衡
年
間
（
八
五
四
～
七
）
頃
に
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

親
心
専
に
お
け
る
禅
林
寺
五
仏
の
追
懐
 
 

『
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
九
月
六
日
条
は
、
其
紹
の
申
請
に
よ
っ
て
、
禅
林
 
 

（
4
8
）
 
 

寺
が
定
額
寺
と
な
る
経
過
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
ほ
真
紹
の
心
情
や
観
心
寺
 
 

の
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。
 
 

六
日
乙
未
。
以
山
城
闘
愛
宕
都
道
場
一
院
預
於
定
額
。
賜
名
辞
林
寺
。
先
是
。
律
師
停
 
 
 

燈
大
法
師
位
眞
紹
申
牒
侶
。
昔
泰
以
愚
膵
貧
道
之
質
。
厚
豪
承
和
聖
主
之
恩
。
不
住
恕
 
 
 

悦
之
至
。
思
致
洞
塵
之
効
。
行
住
坐
臥
。
未
百
鮭
忘
。
常
子
此
時
。
至
心
尊
厳
。
奉
為
 
 
 

聖
皇
。
奉
造
毘
慮
遮
那
彿
及
四
方
悌
像
。
奉
報
聖
恩
。
護
持
国
家
。
而
毎
事
闘
短
。
資
 
 
 

具
未
備
。
唯
採
材
木
。
未
姶
鎮
刻
。
妾
逮
干
斉
衡
元
年
。
於
河
内
園
親
心
山
寺
僅
奉
 
 
 

造
。
三
年
之
間
。
其
功
既
畢
。
窺
慮
。
山
中
寂
莫
。
住
持
難
久
。
至
干
後
代
。
恐
有
貌
 
 
 

毀
。
事
須
近
移
京
華
之
過
重
。
令
易
後
代
之
修
治
。
妾
買
故
徒
五
位
下
藤
原
朝
臣
関
雄
 
 
 

東
山
家
。
印
便
馬
寺
家
。
道
立
一
堂
。
安
置
五
悌
。
夫
恰
買
俗
家
老
。
律
令
之
所
制
。
 
 
 

私
立
道
場
老
。
格
式
之
所
禁
也
。
犯
此
禁
制
。
立
彼
道
場
。
非
是
敢
押
法
禁
故
招
罪
 
 
 

名
。
誠
欲
報
先
帝
之
鴻
恩
。
果
直
々
之
至
麒
。
夫
普
天
之
下
莫
不
王
地
。
所
作
之
功
 
 
 

徳
。
皆
悉
資
国
王
大
臣
。
此
則
聖
教
之
所
明
。
非
凡
愚
之
私
道
。
請
預
之
定
額
。
名
為
 
 
 

静
林
寺
。
永
停
畢
盲
法
門
秘
要
。
師
資
相
停
。
存
於
不
朽
。
詔
許
之
。
 
 

右
の
文
の
要
点
を
記
し
て
お
く
、
 
 

仙
 
実
額
が
仁
明
天
皇
に
聖
恩
の
あ
る
こ
と
。
 
 
 

拗
 
仁
明
天
皇
の
為
に
五
仏
造
立
を
心
に
決
め
て
い
た
が
、
仁
明
天
皇
の
生
前
に
ほ
果
 
 

せ
な
か
っ
た
こ
と
。
 
 
 

用
 
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
か
ら
三
年
間
で
こ
の
五
仏
を
観
心
寺
で
造
像
し
た
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
観
心
寺
が
山
中
で
あ
る
か
ら
彼
の
住
持
が
心
配
で
あ
り
、
都
の
そ
ば
に
禅
林
寺
を
 
 

建
て
て
五
仏
を
安
置
し
た
こ
と
。
な
ど
 
 

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
次
に
記
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
五
仏
の
造
 
 

立
の
周
辺
に
つ
い
て
で
あ
る
。
五
仏
ほ
仁
明
天
皇
の
没
年
で
あ
る
嘉
祥
三
年
 
 

（
八
五
〇
）
以
前
に
道
立
が
計
画
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
生
前
に
ほ
用
材
を
用
意
 
 

す
る
に
留
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
計
画
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
を
 
 

（
4
9
）
 
あ
ま
り
遡
ら
な
い
頃
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
造
像
ほ
、
当
初
 
 

か
ら
禅
林
寺
の
主
尊
像
と
し
て
造
像
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

は
、
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
の
造
像
に
前
立
っ
て
、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
 
 

（
5
0
）
 
 

に
真
紹
が
禅
林
寺
の
地
を
購
入
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
発
願
と
造
像
開
 
 

始
ま
で
に
四
年
以
上
の
開
き
の
あ
る
こ
と
も
連
続
し
て
発
願
、
造
像
さ
れ
た
と
 
 

考
え
に
く
く
し
て
い
よ
う
。
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禅
林
寺
五
仏
が
当
初
よ
り
都
に
近
い
禅
林
寺
に
祀
ら
れ
る
べ
く
造
像
さ
れ
た
 
 

像
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
主
尊
像
を
遠
方
の
観
心
寺
で
造
像
す
る
こ
と
は
少
 
 

し
奇
異
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
発
願
か
ら
数
年
を
経
て
い
る
像
を
、
都
に
近
い
 
 

禅
林
寺
の
寺
地
を
購
入
で
き
る
財
力
を
有
し
て
い
た
真
紹
が
、
山
中
の
寺
院
で
 
 

あ
る
観
心
寺
（
「
観
心
山
寺
」
と
記
さ
れ
、
文
中
に
「
山
中
寂
莫
」
 
の
字
句
も
 
 

あ
る
）
 
で
、
造
像
す
る
と
い
う
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
理
由
を
私
は
、
斉
衡
年
間
の
観
心
寺
に
、
あ
え
て
そ
こ
で
造
像
し
た
も
 
 

の
が
都
の
そ
ば
の
寺
へ
運
ぶ
と
い
う
手
間
以
上
に
真
紹
が
価
値
高
い
と
考
え
る
 
 

程
の
造
仏
工
房
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
広
隆
寺
講
堂
の
 
 

阿
弥
陀
如
来
像
と
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
の
比
較
を
行
い
、
当
時
の
造
仏
工
房
と
技
 
 

術
に
つ
い
て
、
真
紹
が
あ
え
て
禅
林
寺
五
仏
を
観
心
寺
に
て
造
像
し
た
理
由
の
 
 

補
助
と
し
た
い
。
 
 
 

広
隆
寺
講
堂
の
阿
弥
陀
如
来
像
に
つ
い
て
は
前
述
の
様
に
、
淳
和
太
上
天
皇
 
 

の
追
善
の
為
に
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
頃
に
、
寵
姫
永
原
御
息
所
の
発
願
に
よ
 
 

っ
て
造
像
さ
れ
た
像
で
あ
る
。
こ
の
像
の
作
風
ほ
几
帳
面
と
も
い
え
る
も
の
 
 

で
、
か
つ
、
高
度
に
熟
練
し
た
技
術
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
 
 

現
在
、
阿
弥
陀
如
来
像
の
両
脇
に
安
置
さ
れ
る
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
ほ
九
世
紀
の
 
 

広
隆
寺
再
興
に
大
き
な
力
の
あ
っ
た
僧
道
昌
の
発
願
に
な
る
も
の
で
、
承
和
三
 
 

（
5
1
）
 
年
（
八
三
六
）
よ
り
貞
観
四
年
（
八
六
二
）
 
の
間
に
造
像
さ
れ
た
像
で
あ
る
。
 
 

貞
観
十
五
年
（
八
七
三
）
 
の
 
『
広
隆
寺
縁
起
資
財
張
』
法
物
章
に
は
、
講
堂
の
 
 

記
載
の
後
に
尊
像
が
、
 
 

金
色
阿
弥
陀
仏
壱
躯
居
高
八
尺
 
 

故
尚
蔵
永
原
御
息
所
願
 
 
 

細
色
地
蔵
菩
薩
像
壱
躯
居
璽
ハ
尺
互
寸
 
 
 

細
色
虚
空
蔵
菩
薩
像
壱
躯
唐
埜
ハ
尺
五
寸
 
 

巳
上
換
授
権
律
師
法
橋
上
人
位
道
昌
顧
 
 

細
色
批
沙
門
像
壱
躯
立
有
四
尺
 
 

故
従
五
位
下
艮
階
良
範
願
 
 

の
順
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
造
立
当
初
よ
り
二
像
が
阿
弥
陀
如
来
像
の
両
脇
 
 

に
配
さ
れ
る
べ
く
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
に
 
 

火
災
に
遇
っ
た
広
隆
寺
の
復
興
 
－
 
講
堂
の
再
建
も
含
ま
れ
る
 
－
 
と
こ
の
阿
 
 

弥
陀
・
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
の
造
像
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
も
当
然
と
思
わ
 
 

れ
る
か
ら
、
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
も
阿
弥
陀
如
来
像
の
造
像
か
ら
そ
れ
程
隔
た
ら
 
 

な
い
時
期
 
－
 
斉
衡
年
間
か
ら
貞
観
初
年
頃
に
考
え
る
説
は
有
力
な
も
の
だ
ろ
 
（
 

5
2
）
 

（
5
3
）
 
 

ぅ
 
－
 
に
制
作
さ
れ
た
脇
侍
像
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
 
 

ず
、
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
の
示
す
様
式
ほ
阿
弥
陀
如
来
像
の
そ
れ
と
大
き
く
違
っ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

先
学
の
指
摘
の
様
に
地
蔵
像
と
虚
空
蔵
像
の
問
に
も
作
風
の
差
が
あ
り
、
作
 
（
5
4
）
 
 

老
の
違
い
が
考
え
ら
れ
る
が
、
阿
弥
陀
如
来
像
と
の
間
に
ほ
造
形
観
の
差
と
も
 
 

い
う
べ
き
大
き
な
差
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
の
造
形
に
 
 

ほ
、
写
実
と
調
和
と
い
う
基
本
に
た
っ
て
造
形
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
 
 

み
ら
れ
な
い
し
、
仕
上
げ
の
優
美
さ
を
誇
る
と
い
う
面
も
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
 
 

あ
る
。
こ
こ
に
は
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
よ
り
も
各
の
塊
量
を
重
視
し
て
、
量
感
に
 
 

ょ
っ
て
よ
り
強
く
訴
え
よ
う
と
す
る
造
形
が
み
ら
れ
、
特
に
虚
空
蔵
像
に
は
表
 
 

現
が
粗
野
と
思
わ
れ
る
面
も
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
様
な
表
現
の
相
違
の
ほ
 
 

か
、
乾
漆
塑
形
を
用
い
る
阿
弥
陀
如
来
像
に
対
し
、
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
は
全
く
 
 

の
木
彫
像
で
あ
る
と
い
う
技
法
面
の
相
違
も
あ
る
。
 
 
 

こ
の
違
い
ほ
何
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
制
作
期
も
少
し
は
ち
が
っ
 
 

て
い
る
。
従
っ
て
、
年
代
差
に
よ
る
様
式
展
開
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
 
 

し
か
し
、
そ
の
違
い
は
と
て
も
同
一
の
工
房
の
様
式
展
開
の
内
に
考
え
ら
れ
る
 
 

も
の
と
は
い
い
難
い
。
こ
の
三
体
の
像
が
三
尊
の
様
に
当
初
か
ら
計
画
さ
れ
て
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い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
ほ
、
そ
こ
に
同
質
の
像
が
1
同
質
の
工
房
に
よ
る
 
 

像
が
1
安
置
さ
れ
て
い
る
ほ
う
が
普
通
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
 
 

隆
寺
講
堂
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
な
に
か
そ
う
で
き
な
か
っ
た
理
由
が
あ
る
は
 
 

ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
何
ら
か
の
事
情
が
介
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
 
 

て
、
文
献
上
か
ら
は
、
発
願
者
の
違
い
－
－
－
阿
弥
陀
如
来
像
は
寵
姫
永
原
御
息
 
 

所
と
い
う
官
の
高
官
で
あ
り
、
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
ほ
僧
道
昌
で
あ
る
と
い
う
 
 
 

ー
 
は
指
摘
で
き
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
 
 
 

発
願
老
の
違
い
が
工
房
を
限
定
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
先
行
す
る
と
考
え
ら
 
 

れ
る
阿
弥
陀
如
来
像
の
造
像
の
工
房
が
前
述
の
様
に
天
平
期
の
官
営
造
仏
所
の
 
 

伝
統
を
受
継
い
だ
工
房
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
の
造
 
 

像
に
あ
た
っ
て
ほ
、
そ
の
工
房
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
 
 

る
の
で
あ
り
、
天
平
期
の
官
営
造
仏
所
の
伝
統
を
受
継
い
だ
工
房
は
、
官
の
発
 
 

願
に
な
る
造
像
に
あ
た
る
工
房
（
以
下
、
官
の
工
房
、
と
仮
称
）
 
で
あ
っ
た
が
 
 

ゆ
え
、
結
果
と
し
て
道
昌
の
発
願
と
な
っ
た
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
は
官
の
工
房
以
 
 

外
の
工
房
に
よ
っ
て
造
像
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
広
隆
寺
講
堂
の
阿
弥
陀
・
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
の
比
較
は
以
上
の
様
な
考
 
 

察
を
通
じ
て
、
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
官
の
工
房
が
い
か
な
る
条
件
で
造
像
に
 
 

あ
た
り
 
－
 
官
の
発
願
に
な
る
ー
ー
ー
、
ど
の
様
な
特
色
を
持
っ
て
い
た
か
 
－
 
 

技
術
的
に
抜
群
に
高
い
も
の
を
持
ち
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
、
仕
上
げ
 
 

の
優
美
さ
を
特
色
と
し
た
、
他
と
区
別
で
き
る
像
の
造
像
 
－
 
を
示
し
て
い
る
 
 

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

広
隆
寺
講
堂
の
阿
弥
陀
・
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
の
考
察
が
長
く
な
っ
た
が
、
官
 
 

の
工
房
の
制
作
す
る
仏
像
に
対
し
て
、
高
い
評
価
が
な
さ
れ
、
又
、
通
常
で
は
 
 

入
手
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
も
し
入
手
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
遠
距
離
の
輸
送
 
 

も
い
と
わ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
様
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
真
紹
が
都
を
離
 
 

れ
た
観
心
寺
に
て
禅
林
寺
五
仏
の
造
像
を
行
っ
た
こ
と
と
密
に
結
び
つ
く
と
思
 
 

う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
禅
林
寺
五
仏
は
真
紹
の
官
の
工
房
の
制
作
す
る
仏
 
 

像
に
対
す
る
高
い
評
価
ゆ
え
観
心
寺
に
て
造
像
さ
れ
た
 
－
 
斉
衡
年
間
に
官
の
 
 

工
房
が
観
心
寺
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
 
－
 
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
『
三
代
実
録
』
 
 

貞
観
五
年
九
月
六
日
条
に
禅
林
寺
五
仏
が
仁
明
天
皇
と
の
密
な
か
か
わ
り
の
み
 
 

で
語
ら
れ
て
い
る
の
ほ
、
官
の
工
房
を
用
い
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
1
仁
明
天
 
 

皇
の
為
に
五
仏
を
造
像
す
る
に
あ
た
り
官
の
工
房
を
用
い
る
こ
と
を
願
い
、
許
 
 

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
1
事
情
の
反
映
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
様
に
考
 
 

え
る
時
、
都
に
近
い
禅
林
寺
の
五
仏
が
観
心
寺
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
も
納
得
で
 
 

き
る
様
に
思
う
。
 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
斉
衡
年
間
（
八
五
四
～
六
）
 
の
観
心
寺
に
官
の
工
房
 
 
 

－
 
木
彫
像
制
作
工
房
1
－
が
存
在
し
た
と
す
れ
は
、
こ
の
仮
説
は
有
力
な
も
 
 

の
と
な
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
す
ぐ
想
わ
れ
る
の
は
「
嵯
峨
院
太
皇
太
后
御
願
 
 

堂
」
 
（
講
堂
）
の
存
在
で
あ
る
。
前
に
、
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
美
綺
が
都
で
 
 

活
躍
を
は
じ
め
て
か
ら
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
嵯
峨
太
皇
太
后
が
没
す
る
ま
 
 

で
に
発
願
さ
れ
た
と
考
え
た
講
堂
の
工
事
・
造
営
の
為
の
工
房
が
斉
衡
年
間
 
 

（
八
五
四
壬
六
）
 
に
観
心
寺
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
そ
れ
程
無
理
が
な
い
 
 

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

講
堂
創
建
の
状
況
 
 

推
測
を
重
ね
て
き
た
が
、
こ
こ
で
今
ま
で
の
考
察
を
整
理
し
て
、
年
を
追
っ
 
 

て
そ
の
状
況
を
み
な
が
ら
整
合
性
を
み
て
み
ょ
う
。
 
 
 

ま
ず
、
真
紹
は
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
東
寺
少
別
当
と
な
っ
て
都
で
活
躍
を
 
 

は
じ
め
る
。
そ
し
て
、
承
和
十
年
（
八
四
三
）
 
伝
法
港
頂
職
位
を
受
け
、
そ
の
 
 

後
、
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
権
律
師
と
な
り
僧
綱
の
任
に
つ
き
、
嘉
祥
元
年
 
 
 

（
八
四
八
）
正
に
転
じ
て
い
る
。
次
に
真
紹
と
つ
な
が
り
の
深
い
仁
明
天
皇
の
 
 

状
況
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
仁
明
天
皇
ほ
没
年
（
嘉
祥
三
年
三
月
二
一
日
）
 
 

（
5
5
）
 
 

に
至
る
数
年
間
は
病
気
が
ち
で
あ
る
。
生
母
で
あ
る
嵯
峨
太
皇
太
后
に
よ
る
観
 
 
 



中
 
音
像
が
造
像
さ
れ
た
こ
と
も
納
得
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
如
意
輪
観
音
は
如
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心
寺
講
堂
建
立
の
発
願
は
い
ず
れ
か
の
病
気
平
癒
を
祈
願
し
て
の
も
の
と
も
考
 
 

え
ら
れ
る
。
特
に
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
正
月
以
来
没
す
る
ま
で
の
仁
明
天
 
 

皇
の
病
気
は
嵯
峨
太
皇
太
后
に
と
っ
て
も
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
様
で
、
 
 

（
駆
〕
 
『
続
日
本
後
紀
』
 
は
、
 
 

太
皇
太
后
憂
念
天
皇
之
余
、
悶
絶
数
数
 
 
 

（
5
7
）
 
 
と
記
し
、
『
文
徳
実
録
』
 
の
太
皇
太
后
の
卒
伝
は
、
 
 
 

（
5
8
）
 
 
及
仁
明
天
皇
不
預
甚
簿
、
后
哀
戚
毀
容
、
遂
剃
髪
為
尼
、
求
冥
救
也
 
 

と
あ
る
か
ら
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
 
は
発
願
の
時
期
と
し
て
は
有
力
な
も
 
 

の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

な
お
、
こ
の
様
に
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
講
堂
の
本
尊
像
と
し
て
如
意
輪
観
 
 

意
宝
珠
と
宝
輪
の
功
徳
に
よ
っ
て
一
切
衆
生
の
苦
を
救
い
、
心
願
を
成
就
さ
せ
 
 

る
菩
薩
で
あ
り
、
天
皇
の
病
気
平
癒
に
対
し
て
如
意
輪
陀
羅
尼
経
を
奉
話
し
た
 
 

例
が
既
に
天
平
勝
宝
五
年
（
七
六
一
）
 
に
み
え
、
ま
た
、
孝
謙
天
皇
の
病
気
平
 
 

癒
の
祈
祷
を
き
っ
か
け
に
活
躍
し
た
道
鏡
も
如
意
輪
法
と
か
か
わ
る
様
に
考
え
 
 

（
5
9
）
 
 

ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
如
意
輪
観
音
を
本
尊
と
し
て
観
心
寺
講
堂
が
発
願
さ
 
 

れ
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
真
紹
が
仁
明
天
皇
の
 
 

聖
恩
に
報
い
る
為
、
五
仏
の
道
立
を
発
願
し
た
の
も
こ
の
頃
と
考
え
て
誤
ま
り
 
 

な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

仁
明
天
皇
は
嘉
祥
三
年
三
月
ニ
ー
日
に
没
し
、
つ
づ
い
て
嵯
峨
太
皇
太
后
も
 
 

五
月
四
日
に
没
す
る
。
し
か
し
、
観
心
寺
講
堂
の
工
事
は
続
け
ら
れ
た
と
考
え
 
 

ら
れ
、
四
年
後
の
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
頃
に
ほ
、
堂
内
安
置
の
如
意
輪
観
音
 
 

像
な
ど
の
尊
像
の
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
制
作
に
あ
た
 
 

っ
た
工
房
は
発
願
者
が
嵯
峨
太
皇
太
后
で
あ
る
と
こ
、
ろ
か
ら
官
の
工
房
で
あ
っ
 
 

た
ろ
う
。
こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
其
紹
は
、
仁
明
天
皇
の
為
に
五
仏
を
発
願
し
 
 

制
作
の
準
備
を
進
め
て
い
た
こ
と
を
上
表
し
、
官
の
工
房
に
よ
っ
て
そ
の
制
作
 
 

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
三
代
実
録
』
 
貞
観
五
 
 

年
九
月
六
日
条
の
五
仏
の
道
立
が
、
成
行
き
か
ら
す
れ
ば
禅
林
寺
の
主
導
像
と
 
 

考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
ら
仁
明
天
皇
の
為
の
道
立
に
焦
点
が
合
せ
 
 

ら
れ
て
い
る
の
も
こ
の
辺
の
事
情
を
察
せ
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
現
存
す
る
如
意
 
 

輪
観
音
像
の
造
形
は
、
洗
練
さ
れ
た
あ
で
や
か
さ
を
示
し
て
お
り
、
其
紹
を
し
 
 

て
、
都
に
近
い
禅
林
寺
の
為
の
尊
像
で
あ
っ
て
も
、
あ
え
て
観
心
寺
に
て
造
像
 
 

さ
せ
、
そ
の
後
に
禅
林
寺
へ
運
は
せ
る
と
い
う
手
間
を
か
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
 
 

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
様
に
私
は
禅
林
寺
五
仏
の
造
像
と
如
意
輪
観
音
像
の
造
像
は
ほ
と
ん
ど
 
 

重
な
る
時
期
、
斉
衡
年
間
（
八
五
四
－
六
）
頃
に
行
わ
れ
た
と
考
え
る
。
 
 
 

一
 
 
 

ら
か
い
官
能
的
な
感
覚
は
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
頃
の
造
像
と
考
え
ら
れ
る
－
 
 

如
意
輪
観
音
像
の
造
立
を
斉
衡
年
間
頃
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
造
形
が
示
す
柔
 
1
0
 
 
 

神
護
寺
五
大
虚
空
蔵
像
の
示
す
ソ
リ
ッ
ド
で
謹
直
な
感
覚
の
後
に
も
た
ら
さ
れ
 
 

た
成
熟
を
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
、
承
和
六
年
（
八
三
九
）
頃
の
造
像
に
な
る
 
 

東
寺
講
堂
諸
像
（
特
に
菩
薩
像
）
 
に
み
ら
れ
る
天
平
期
の
伝
統
を
強
く
継
承
し
 
 

た
張
り
の
強
い
し
な
や
か
さ
と
は
一
線
を
画
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
 
 

て
、
こ
の
歩
み
は
官
の
工
房
の
様
式
展
開
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
 

観
心
寺
と
禅
林
寺
 
 

『
三
代
実
録
』
 
貞
観
五
年
九
月
六
日
条
に
お
い
て
真
紹
は
、
 
 

病
慮
、
山
中
寂
実
、
住
持
難
久
、
至
干
後
代
、
恐
有
類
毀
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と
述
べ
て
、
観
心
寺
で
造
立
さ
れ
た
五
仏
を
都
の
近
く
の
禅
林
寺
へ
移
し
て
 
 

い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
講
堂
が
で
き
た
と
は
い
え
、
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
 
 

か
ら
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
 
頃
の
観
心
寺
は
ま
だ
経
済
的
基
盤
十
全
と
が
は
い
 
 

え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
貞
観
十
年
（
八
六
八
）
頃
に
定
め
ら
れ
た
 
『
禅
林
寺
 
 

式
』
 
の
な
か
で
も
真
紹
は
禅
林
寺
よ
り
観
心
寺
へ
仏
灯
料
を
労
送
す
る
こ
と
を
 
 

（
6
0
）
 
定
め
て
お
り
、
こ
の
頃
に
な
っ
て
も
観
心
寺
経
営
に
一
抹
の
不
安
が
う
か
が
わ
 
 

れ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
 
六
月
観
心
寺
は
真
紹
の
奏
諸
に
よ
っ
 
 

て
定
額
寺
と
な
る
。
『
資
財
帳
』
 
所
引
の
こ
の
奏
状
に
は
、
 
 

今
件
伽
藍
、
僧
徒
塞
繁
、
転
経
之
音
、
少
間
未
絶
 
 

と
述
べ
ら
れ
、
一
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
が
感
じ
ら
れ
る
。
 
 
 

真
紹
に
つ
い
て
み
る
と
、
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
 
に
権
少
僧
都
と
な
り
、
貞
 
 

観
十
一
年
（
八
六
九
）
 
に
正
に
転
じ
て
い
る
。
『
元
亨
釈
書
』
等
に
み
え
る
真
 
 

紹
の
事
蹟
の
中
心
が
禅
林
寺
草
創
で
あ
り
、
其
紹
の
発
願
を
伝
え
る
神
護
寺
鐘
 
 

銘
に
「
故
禅
林
寺
小
僧
都
真
紹
和
尚
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
真
紹
の
晩
年
 
 

の
活
動
の
本
拠
は
都
に
近
い
禅
林
寺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
 
 

貞
観
六
年
の
昇
位
ほ
前
年
に
禅
林
寺
が
定
額
寺
と
な
っ
た
こ
と
と
関
連
づ
け
て
 
 

考
え
ら
れ
よ
う
。
又
、
貞
観
十
一
年
の
昇
位
は
観
心
寺
が
定
額
寺
と
な
っ
た
こ
 
 

と
と
関
連
づ
け
て
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
貞
観
十
年
（
八
六
八
）
真
紹
は
 
『
付
 
 

属
状
』
を
記
し
て
、
観
心
寺
・
禅
林
寺
に
つ
い
て
、
自
分
の
死
後
宗
叡
の
門
下
 
 

の
老
に
こ
れ
ら
の
寺
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
様
な
状
況
の
 
 

下
で
観
心
寺
は
新
し
い
局
面
を
迎
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
真
紹
の
昇
位
に
し
て
 
 

も
、
観
心
寺
の
定
額
寺
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
理
由
 
 

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
観
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
、
何
 
 

か
大
き
な
状
況
の
変
化
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
 
 
 

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
仏
限
仏
母
如
来
像
と
弥
勒
如
来
像
の
存
在
で
あ
 
 

る
。
久
野
氏
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
像
の
現
存
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
 
 

た
。
こ
の
研
究
ほ
、
こ
れ
ら
の
像
が
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
勘
録
の
 
『
安
禅
寺
 
 

（
6
1
）
 
伽
藍
縁
起
資
財
帳
』
（
以
下
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
）
に
よ
っ
て
、
貞
観
九
年
以
前
 
 

の
造
像
が
判
明
す
る
安
禅
寺
五
智
如
来
像
に
近
い
様
式
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
 
 

ら
、
こ
れ
ら
の
像
が
 
『
資
財
帳
』
 
に
記
載
さ
れ
て
い
る
像
と
考
え
、
さ
ら
に
こ
 
 

れ
ら
の
像
が
図
像
上
、
仏
限
仏
母
像
弥
勤
像
で
あ
る
こ
と
を
証
し
た
も
の
で
あ
 
 

っ
た
。
こ
の
研
究
は
『
資
財
帳
』
 
記
載
の
尊
像
の
現
存
を
示
し
た
点
で
画
期
的
 
 

で
あ
っ
た
が
、
久
野
氏
が
、
『
資
財
帳
』
 
記
載
順
序
に
従
っ
て
、
仏
眼
仏
母
如
 
 

来
像
を
第
一
位
、
弥
勧
如
来
を
第
二
位
と
し
、
又
、
造
形
様
式
の
解
釈
上
も
類
 
 

似
す
る
安
祥
寺
五
智
如
来
像
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、
『
資
財
帳
』
第
四
位
 
 

に
記
さ
れ
る
如
意
輪
観
音
像
に
も
先
行
す
る
も
の
と
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
、
 
 

（
6
2
）
 
 

既
に
異
論
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
 
 

と
い
う
三
点
の
考
察
を
通
じ
て
、
以
後
の
観
心
寺
の
造
仏
等
に
つ
い
て
考
え
 
 

て
ゆ
こ
う
と
思
う
。
 
 

仏
眼
仏
母
如
来
・
弥
勒
如
来
像
の
様
式
 
 

仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
の
様
式
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず
観
心
寺
の
如
 
 

意
輪
観
音
像
と
の
比
較
を
行
い
、
次
い
で
ほ
ぼ
制
作
年
代
の
わ
か
る
東
寺
講
堂
 
 

諸
像
（
承
和
六
年
・
八
三
九
・
頃
）
と
、
仁
和
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
（
仁
和
四
 
 
 

（3）（2）（1）  

仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勒
如
来
像
の
様
式
 
 

安
禅
寺
五
智
如
来
像
の
制
作
年
代
と
様
式
 
 

仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勒
如
来
像
の
制
作
年
代
と
そ
の
背
景
 
 

11  
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年
・
八
八
八
・
頃
）
 
の
間
の
展
開
と
し
て
、
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
と
 
 

如
意
輪
観
音
像
の
ち
が
い
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
と
如
意
輪
観
音
像
の
比
較
で
ま
ず
気
付
か
れ
 
 

る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
像
の
造
形
が
都
ぶ
り
を
示
し
、
仕
上
げ
の
優
美
な
と
こ
 
 

ろ
な
ど
で
は
共
通
し
て
お
り
な
が
ら
、
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
靭
如
来
像
に
は
、
 
 

如
意
輪
観
音
像
に
み
ら
れ
る
豊
か
さ
・
柔
ら
か
さ
ほ
み
ら
れ
ず
、
小
太
り
で
し
 
 

か
も
硬
い
感
覚
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
宝
撃
の
様
に
本
来
宝
 
 

冠
に
覆
わ
れ
て
い
る
部
分
を
み
て
も
、
如
意
輪
観
音
像
の
お
だ
や
か
で
す
っ
き
 
 

り
し
た
形
に
対
し
、
ず
ん
ぐ
り
と
い
か
つ
い
形
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
み
 
 

ら
れ
る
。
こ
の
様
な
ち
が
い
を
あ
げ
て
ゆ
け
は
、
如
意
輪
観
音
像
の
頭
髪
ほ
、
 
 

束
ね
ら
れ
て
い
る
一
つ
一
つ
が
豊
か
に
ふ
く
ら
ん
で
い
る
し
、
顔
の
モ
デ
リ
ン
 
 

グ
に
し
て
も
鼻
か
ら
口
元
へ
か
け
て
微
妙
な
面
作
り
で
官
能
的
と
も
思
え
る
雰
 
 

囲
気
を
か
も
し
て
い
る
。
ま
た
、
肩
か
ら
か
か
る
条
吊
も
し
な
や
か
で
布
の
め
 
 

く
れ
な
ど
に
つ
い
て
も
細
や
か
な
作
り
で
あ
る
。
体
躯
の
モ
デ
リ
ン
グ
に
も
ゆ
 
 

っ
た
り
と
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
右
足
の
決
し
て
太
す
ぎ
な
い
塊
畳
も
見
事
で
 
 

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
仏
眼
仏
母
如
来
・
弥
勒
如
来
像
で
は
、
頭
髪
ほ
固
く
束
 
 

ね
ら
れ
た
如
く
に
あ
ら
わ
さ
れ
、
顔
の
モ
デ
リ
ン
グ
は
単
純
な
曲
面
で
構
成
さ
 
 

れ
平
明
さ
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
条
病
も
直
線
的
で
布
に
対
す
る
扱
い
も
硬
く
 
 

大
ま
か
に
作
ら
れ
て
い
る
。
体
躯
の
モ
デ
リ
ン
グ
も
塊
量
を
つ
か
み
だ
し
て
積
 
 

上
げ
て
い
る
感
が
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
点
を
み
て
み
る
と
、
如
意
輪
観
音
像
が
微
妙
な
ふ
く
ら
み
を
利
用
 
 

し
て
、
こ
の
時
期
の
全
体
的
な
特
色
で
あ
る
堂
々
と
し
た
量
感
を
、
単
に
強
さ
 
 

や
大
き
さ
に
用
い
る
だ
け
で
な
く
、
豊
か
さ
や
情
感
に
も
用
い
、
全
体
に
写
実
 
 

味
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
靭
如
来
像
で
 
 

は
、
単
純
化
し
た
面
構
成
を
重
ね
る
こ
と
で
、
量
感
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
、
抽
 
 

象
性
に
富
み
、
い
わ
ば
、
人
間
離
れ
し
た
世
界
を
平
明
さ
と
共
に
つ
く
り
だ
し
 
 

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
比
較
を
、
東
寺
講
堂
諸
像
（
特
に
菩
薩
像
）
と
仁
和
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
 
 

の
相
違
 
－
 
簡
略
に
い
え
ば
、
天
平
期
の
官
営
造
仏
所
の
写
実
味
を
、
堂
々
と
 
 

し
た
量
感
に
と
り
込
み
柔
ら
か
く
も
張
り
に
満
ち
た
造
形
を
示
し
て
い
る
東
寺
 
 

像
と
、
太
づ
く
り
の
衣
摺
表
現
が
中
心
と
な
っ
て
、
量
感
の
意
味
が
強
さ
か
ら
 
 

ほ
離
れ
て
平
明
さ
を
増
し
た
ふ
く
ら
み
の
表
現
と
な
っ
て
写
実
味
か
ら
ほ
遠
い
 
 

仁
和
寺
像
と
い
う
相
違
1
の
中
で
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
様
式
展
開
と
し
て
 
 

の
位
置
づ
け
は
、
写
実
昧
を
特
ち
、
微
妙
な
面
構
成
を
行
う
如
意
輪
観
音
像
が
 
 

東
寺
講
堂
諸
像
に
よ
り
近
く
、
単
純
化
し
た
面
構
成
と
平
明
さ
を
示
す
仏
限
仏
 
 

母
如
来
・
弥
勒
如
来
像
の
仁
和
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
に
よ
り
近
い
こ
と
が
理
解
さ
 
 

れ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
如
意
輪
観
音
像
が
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
靭
如
来
像
に
先
 
 

行
す
る
様
式
を
持
っ
て
い
る
と
考
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
靭
如
来
像
と
近
い
様
式
を
 
 

示
す
安
禅
寺
五
智
如
来
像
の
制
作
年
代
で
あ
る
。
入
唐
真
言
僧
恵
運
の
開
い
た
 

一
 
 

安
禅
寺
に
つ
い
て
は
、
『
安
祥
寺
資
財
帳
』
が
あ
り
、
『
三
代
実
録
』
等
に
も
関
 
1
2
 
 

連
記
事
が
散
見
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
存
す
る
五
智
如
来
像
の
制
作
年
代
一
 
 

（
6
3
）
 
 

に
つ
い
て
の
先
学
の
研
究
の
結
論
に
は
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
。
仏
限
仏
母
如
 
 

来
・
弥
鞭
如
来
像
の
制
作
年
代
を
考
え
る
上
で
安
禅
寺
五
智
如
来
像
の
制
作
年
 
 

代
を
考
察
す
る
こ
と
ほ
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
詳
 
 

説
ほ
で
き
な
い
ま
で
も
私
見
を
述
べ
て
お
こ
う
と
思
う
。
こ
こ
で
安
禅
寺
五
智
 
 

如
来
像
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
結
果
を
ま
と
め
て
お
く
。
 
 

す
な
わ
ち
、
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
の
制
作
年
代
を
斉
衡
年
間
（
八
五
四
－
六
）
 
 

頃
と
考
え
、
そ
の
様
式
を
承
和
期
の
官
の
工
房
の
制
作
に
な
る
諸
像
の
示
す
様
 
 

式
の
延
長
上
に
あ
っ
て
、
成
熟
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
。
そ
し
て
、
如
意
輪
 
 

観
音
像
と
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
靭
如
来
像
の
様
式
に
一
線
を
画
す
こ
と
で
あ
 
 

る
。
こ
れ
に
付
随
し
て
、
観
心
寺
が
都
か
ら
遠
い
こ
と
か
ら
、
観
心
寺
に
異
っ
 
 

た
様
式
を
示
す
像
を
制
作
す
る
複
数
の
工
房
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
 
 

た
、
工
房
が
観
心
寺
に
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
専
像
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を
運
ぶ
と
い
う
手
間
を
か
け
た
と
も
考
え
に
く
い
か
ら
1
次
項
に
お
い
て
、
 
 

仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勒
如
来
像
と
近
い
様
式
を
示
す
安
祥
寺
五
智
如
来
像
が
官
 
 

の
工
房
の
制
作
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
発
願
者
の
立
 
 

場
に
よ
っ
て
、
観
心
寺
の
工
房
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
 
 

、
如
意
輪
観
音
像
と
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勒
如
来
像
の
制
作
年
代
に
幾
 
 

し
 
ー
 
 

分
の
ひ
ら
き
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も
附
け
加
え
て
お
こ
う
。
 
 

安
禅
寺
五
智
如
来
像
の
制
作
年
代
と
様
式
 
 

安
禅
寺
五
智
如
来
像
は
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
 
の
仏
菩
薩
像
項
の
最
初
に
、
 
 

批
虞
遮
郡
仏
像
壱
躯
 
 
 

阿
閑
仏
像
壱
躯
 
 

宝
生
仏
像
壱
躯
 
 

観
自
在
王
仏
像
壱
躯
 
 

不
空
成
就
仏
像
壱
躯
 
 

右
五
仏
金
押
 
 

と
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
が
勘
録
さ
れ
た
貞
観
九
年
 
 

（
八
六
七
）
 
に
お
け
る
安
祥
寺
の
中
心
と
な
る
尊
像
と
考
え
ら
れ
る
。
安
禅
寺
 
 

は
恵
運
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
寺
で
あ
る
が
、
貞
観
九
年
に
ほ
、
太
皇
太
后
藤
原
 
 

順
子
（
仁
明
天
皇
妃
・
文
徳
天
皇
生
母
）
 
の
御
願
寺
と
も
い
え
る
寺
で
あ
り
、
 
 

『
安
禅
寺
資
財
帳
』
も
あ
り
、
『
三
代
実
録
』
等
に
も
関
連
記
事
が
散
見
す
る
。
 
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
智
如
来
像
の
制
作
年
代
が
未
だ
定
説
に
達
し
て
い
な
い
 
 

の
ほ
、
安
禅
寺
が
上
下
二
つ
の
伽
藍
を
有
し
て
寺
史
が
わ
か
り
に
く
い
こ
と
 
 

や
、
五
智
如
来
像
の
安
置
堂
宇
が
わ
か
り
に
く
い
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
そ
こ
で
 
 

先
学
の
研
究
成
果
を
交
え
な
が
ら
私
見
を
述
べ
よ
う
と
思
う
。
 
 
 

ま
ず
寺
史
に
つ
い
て
み
て
み
ょ
う
。
安
祥
寺
は
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
唐
 
 

よ
り
帰
朝
し
た
真
言
僧
恵
運
に
よ
っ
て
、
帰
朝
の
翌
年
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
 
 

に
草
創
さ
れ
た
。
順
子
は
こ
れ
を
す
ぐ
後
援
し
た
様
で
、
仁
寿
元
年
（
八
五
 
 

一
）
 
に
ほ
ほ
や
く
も
「
太
皇
太
后
官
始
安
置
七
僧
、
以
持
念
薫
修
」
と
み
え
て
 
 
 

（
6
5
）
 
 

（
6
4
）
 
 

い
る
。
仁
寿
年
間
に
一
応
伽
藍
も
整
っ
た
様
で
あ
る
。
そ
の
後
、
斉
衡
二
年
 
 

（
6
6
）
 
 

（
八
五
六
）
 
に
は
定
額
寺
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

通
常
の
寺
院
で
あ
れ
ば
、
一
寺
の
建
立
は
ほ
ぼ
こ
こ
で
終
わ
る
わ
け
だ
が
、
 
 

安
祥
寺
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
つ
づ
い
て
次
の
工
事
が
は
じ
ま
っ
た
様
で
あ
 
 

る
。
 
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
 
に
よ
れ
ば
、
 
 

貞
観
元
年
諾
夏
四
月
、
上
啓
請
毎
年
度
曙
、
以
令
恒
転
諸
宗
法
輪
、
殿
下
（
順
子
）
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

允
許
、
遂
発
勝
願
、
建
立
堂
宇
、
図
画
尊
像
、
繕
写
大
乗
、
＝
：
 
：
（
カ
ツ
コ
内
及
び
 
 

傍
点
筆
者
）
 
 

と
あ
っ
て
、
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
 
よ
り
順
子
の
願
に
よ
る
堂
宇
の
建
立
な
 
 

ど
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
三
代
実
録
』
貞
観
元
年
四
月
十
八
目
条
ほ
 
 

安
禅
寺
に
年
分
度
老
三
人
を
置
く
こ
と
を
記
し
、
同
文
中
に
は
前
年
天
安
二
年
 
 

（
八
五
八
）
に
没
し
た
、
順
子
の
子
文
徳
天
皇
へ
の
追
善
の
句
が
み
え
る
か
ら
、
 
（
6
7
）
 
こ
の
新
堂
の
発
願
は
、
文
徳
天
皇
の
死
と
か
か
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

こ
の
順
子
発
願
の
工
事
が
い
つ
終
っ
た
か
ほ
記
録
上
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
 
 

『
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
 
七
月
十
九
日
条
に
、
今
ま
で
行
っ
て
き
 
 

た
修
法
を
よ
り
大
き
い
も
の
に
し
た
記
事
が
み
え
る
の
を
一
つ
の
目
安
と
で
き
 
 

る
か
も
し
れ
な
い
し
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
 
の
 
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
 
の
勘
録
 
 

（
柑
）
 
 

そ
の
も
の
も
下
限
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
間
に
順
子
と
古
子
が
落
 
 

鱗
し
て
い
る
 
（
『
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
二
月
二
九
日
条
）
こ
と
も
注
目
し
て
 
 

よ
い
だ
ろ
う
。
 
 
 

次
に
、
こ
の
様
な
安
禅
寺
の
寺
史
の
な
か
で
、
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
 
に
載
る
 
 

主
要
彫
像
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
る
。
ま
ず
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
 
の
主
要
彫
 
 13   
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像
と
安
置
堂
宇
に
つ
い
て
左
に
略
述
列
記
す
る
。
 
 

仏
菩
薩
像
 
 

五
智
如
来
像
 
 

純
銀
六
仏
1
順
子
発
願
 
 

金
銅
小
仏
像
七
躯
大
唐
 
 

五
大
虚
空
蔵
像
大
鹿
 
－
 
文
徳
発
願
 
 

五
大
明
王
像
1
文
徳
発
願
 
 

へ
6
9
）
 
 
 
十
一
面
観
音
像
他
二
舶
－
－
－
古
子
発
願
 
 

地
蔵
菩
薩
像
安
倍
下
寺
 
－
 
広
井
女
王
発
願
 
 

延
命
仏
像
他
三
舶
 
 

（
7
0
）
 
 
 
登
院
 
 

礼
仏
堂
長
五
丈
－
－
－
上
寺
 
 

五
大
堂
長
四
丈
1
上
寺
 
 

仏
堂
黄
五
重
ハ
尺
1
下
寺
 
 

こ
こ
に
み
ら
れ
る
尊
像
と
発
願
者
等
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
次
に
述
べ
よ
 
 

ぅ
。
ま
ず
、
五
大
堂
は
、
そ
の
名
か
ら
し
て
、
五
大
明
王
像
が
安
置
さ
れ
た
堂
 
 

宇
で
あ
ろ
う
。
そ
の
発
願
老
は
文
徳
天
皇
で
あ
る
か
ら
天
安
二
年
（
八
五
八
）
 
 

の
投
時
ま
で
に
発
願
さ
れ
た
像
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
同
じ
く
文
徳
天
皇
の
発
 
 

願
に
な
る
五
大
虚
空
蔵
像
で
あ
る
が
、
こ
の
像
は
東
寺
観
智
院
に
現
存
す
る
像
 
 

と
考
え
ら
れ
、
大
唐
の
註
記
や
そ
の
様
式
か
ら
恵
運
の
請
来
像
と
考
え
ら
れ
て
 
 

（
7
1
）
 
 

い
る
。
従
っ
て
こ
の
像
は
天
安
二
年
ま
で
に
い
ず
れ
か
の
堂
宇
に
安
置
さ
れ
て
 
 

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
一
体
の
法
界
虚
空
蔵
像
の
台
座
 
 

（
7
2
）
 
裏
修
理
銘
に
「
根
本
上
安
禅
寺
安
置
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
上
寺
に
安
置
さ
 
 

れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
上
寺
は
天
安
二
年
（
八
五
入
）
 
に
は
か
な
り
寺
観
を
整
え
て
い
 
 

た
と
考
え
ら
れ
、
寺
史
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
は
、
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
の
定
 
（
 

7
3
）
 
 

額
寺
に
な
る
前
に
、
少
く
と
も
上
寺
の
一
堂
宇
の
完
成
を
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
 
 

次
に
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
 
の
安
置
場
所
が
当
初
か
ら
の
も
の
と
す
れ
ば
、
広
 
 

井
女
王
の
発
願
に
な
る
地
蔵
像
が
下
寺
に
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
『
三
代
 
 

実
録
』
 
貞
観
元
年
十
月
二
三
日
条
に
よ
れ
ば
同
日
広
井
女
王
ほ
没
し
て
い
る
か
 
 

ら
、
こ
の
地
蔵
像
の
発
願
ほ
そ
れ
以
前
で
あ
る
と
考
え
て
よ
く
、
一
応
下
寺
も
 
 

そ
れ
以
前
に
存
在
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
副
島
氏
は
 
 

『
伊
勢
物
語
』
 
に
、
天
安
二
年
（
八
五
八
）
十
一
月
に
没
し
た
藤
原
多
可
幾
子
 
 

の
七
々
忌
の
法
要
が
安
禅
寺
で
多
く
の
人
を
集
め
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
 
 

（
7
4
）
 
て
、
忌
日
に
は
下
寺
伽
藍
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
傍
証
と
さ
れ
た
が
、
 
 

下
寺
伽
藍
の
成
立
の
下
限
も
こ
の
辺
に
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
安
禅
寺
の
伽
藍
は
上
下
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
上
寺
 
 

ほ
定
額
寺
と
な
る
頃
ま
で
に
は
堂
宇
（
五
大
堂
カ
）
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
一
 
 

れ
、
ま
た
、
下
寺
も
貞
親
元
年
頃
ま
で
に
は
堂
宇
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
 
1
4
 
 

う
。
 
 

一
 
 
 

こ
の
様
に
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
に
ほ
、
既
に
安
禅
寺
の
上
下
の
伽
藍
は
共
 
 

に
存
在
し
て
い
た
と
す
る
と
、
順
子
の
発
願
1
建
立
里
芋
 
図
画
尊
像
 
繕
 
 

写
大
乗
 
－
 
ほ
何
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
こ
れ
を
安
禅
寺
の
主
要
堂
宇
 
 

の
建
立
と
そ
の
主
尊
像
の
造
立
の
発
願
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
観
九
 
 

年
（
八
六
八
）
の
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
 
の
勘
録
時
に
、
安
祥
寺
に
と
っ
て
最
も
大
 
 

（
7
5
）
 
 

切
な
堂
宇
と
尊
像
の
造
立
で
あ
る
。
仏
菩
薩
条
の
最
初
に
記
さ
れ
る
五
智
如
来
 
 

像
と
堂
院
条
の
最
初
に
記
さ
れ
る
礼
仏
堂
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
る
の
は
当
 
 

（
7
6
）
 
 

然
で
ほ
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
安
禅
寺
が
順
子
の
御
願
寺
と
み
な
さ
れ
る
の
 
 

ほ
、
こ
れ
ら
が
順
子
の
発
願
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
安
禅
 
 

寺
資
財
帳
』
 
の
縁
起
部
に
お
い
て
、
順
子
の
造
寺
、
造
仏
に
触
れ
る
の
は
こ
の
 
 

部
分
 
－
 
貞
親
元
年
項
 
－
 
の
み
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
推
測
を
補
強
し
て
い
 
 

よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
発
願
が
な
さ
れ
た
時
、
安
禅
寺
ほ
既
に
一
応
の
寺
観
を
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整
え
た
定
額
寺
で
あ
っ
た
か
ら
、
順
子
の
こ
の
様
な
発
膜
と
共
に
、
直
ち
に
年
 
 

分
度
老
を
置
く
こ
と
も
、
修
法
を
行
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
 
 

（
7
7
）
 
で
あ
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
安
禅
寺
五
智
如
来
像
の
造
像
発
願
を
私
は
貞
親
元
年
（
八
五
九
）
 
 

に
考
え
、
上
寺
礼
仏
堂
の
主
尊
像
と
し
て
造
像
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
 
 

発
願
老
が
太
皇
太
后
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
道
像
に
あ
た
っ
た
工
房
が
官
の
 
 

工
房
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
造
像
の
完
成
が
い
つ
か
に
つ
い
て
 
 

は
記
録
が
な
い
が
、
神
護
寺
宝
塔
院
が
着
工
か
ら
完
成
ま
で
五
年
を
要
し
て
い
 
 

（
7
8
）
 
 

る
か
ら
、
は
ぼ
こ
れ
に
準
ず
る
と
し
て
、
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
が
勘
録
さ
れ
た
 
 

貞
観
九
年
（
八
六
七
）
 
を
そ
れ
程
遡
ら
な
い
時
期
の
完
成
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
 
 

う
。
（
前
述
の
様
に
 
『
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
七
月
十
九
日
条
の
記
事
を
順
子
 
 

に
よ
る
発
願
の
堂
宇
・
尊
像
の
完
成
に
よ
っ
て
修
法
の
あ
り
か
た
が
か
わ
っ
た
 
 

と
の
見
方
も
で
き
よ
う
。
）
 
 
 

こ
こ
に
示
し
た
様
に
安
祥
寺
五
智
如
来
像
は
貞
親
元
年
（
八
五
九
）
に
発
願
 
 

さ
れ
、
貞
観
五
－
九
年
（
八
六
三
－
七
）
頃
に
完
成
さ
れ
た
、
官
の
工
房
の
手
 
 

に
よ
る
作
品
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
造
形
を
み
る
に
、
斉
衡
年
間
（
八
五
四
－
六
）
の
観
心
寺
如
意
輪
観
音
 
 

像
の
造
形
に
み
ら
れ
る
承
和
期
の
官
の
工
房
の
様
式
が
成
熟
し
た
と
こ
ろ
と
較
 
 

べ
て
、
随
分
ち
が
っ
て
い
る
。
如
意
輪
観
音
像
か
ら
約
十
年
、
承
和
期
を
中
心
 
 

と
す
る
様
式
は
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
大
胆
に
単
純
化
さ
れ
た
両
横
 
 

成
や
物
の
質
感
を
離
れ
て
い
る
点
、
人
体
か
ら
離
れ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
 
 

れ
ま
で
の
細
か
い
モ
デ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
天
平
期
以
来
の
伝
統
を
守
っ
て
き
 
 

た
官
の
工
房
も
こ
の
年
代
に
な
つ
て
新
し
い
摸
索
を
は
じ
め
た
と
で
も
い
う
べ
 
（
 

7
9
）
 
 

き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ほ
紺
野
氏
が
指
摘
さ
れ
た
様
に
、
意
識
的
に
細
か
い
モ
 
 

デ
リ
ン
グ
や
質
感
の
追
求
を
切
捨
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
造
形
 
 

主
張
は
、
あ
る
い
は
、
長
安
青
竜
寺
で
義
真
に
学
ん
だ
恵
運
に
よ
っ
て
主
張
さ
 
 

れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
官
の
工
房
に
と
っ
て
も
斉
衡
年
間
頃
に
様
式
展
 
 

開
の
上
で
成
熟
し
き
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
に
ま
で
達
し
 
 

て
い
る
か
ら
、
新
し
い
造
形
主
張
を
求
め
て
い
た
頃
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
安
禅
寺
五
智
如
来
像
の
造
形
ほ
成
功
し
て
い
る
だ
ろ
う
 
 

か
。
多
く
の
先
学
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
、
こ
こ
に
承
和
期
の
様
式
の
残
影
 
 

が
あ
る
こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
衣
文
の
表
現
に
し
て
も
、
よ
り
大
 
 

胆
な
表
現
が
既
に
神
護
寺
薬
師
如
来
立
像
な
ど
に
は
み
ら
れ
る
。
結
局
、
こ
の
 
 

試
み
ほ
、
官
の
工
房
と
し
て
は
大
胆
な
試
み
と
し
て
評
価
で
き
る
が
、
全
体
と
 
 

ば
、
左
肩
か
ら
懸
か
る
条
烏
の
左
胸
前
部
分
の
ひ
だ
が
集
ま
る
と
こ
ろ
の
曲
線
 
 

し
て
は
中
途
半
端
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
安
禅
寺
五
智
如
来
像
に
 
 

お
け
る
官
の
工
房
の
面
目
は
、
造
形
の
デ
ィ
テ
ー
ル
や
、
仕
上
げ
の
面
に
し
か
 
 

み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
大
目
如
来
像
を
例
に
し
て
い
え
 
 
 

の
処
理
や
、
単
純
化
さ
れ
た
形
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
両
脚
部
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
 
 

衣
文
線
が
、
線
と
し
て
は
無
機
的
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
本
一
 

一
 
 

本
が
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
あ
た
り
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
 
1
5
 
 

う
。
未
だ
官
の
工
房
は
高
い
質
の
技
術
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
－
 
 

で
あ
る
。
 
 

仏
眼
仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
の
制
作
年
代
と
そ
の
背
景
 
 

再
び
観
心
寺
の
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
。
安
 
 

禅
寺
五
智
如
来
像
と
の
比
較
に
お
い
て
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
を
み
て
 
 

み
る
と
、
そ
の
根
本
様
式
は
全
く
近
似
す
る
と
い
っ
て
よ
く
、
同
一
工
房
の
作
 
 

品
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
相
違
を
み
れ
ば
、
安
禅
寺
五
智
如
来
像
の
特
 
 

色
で
あ
っ
た
徹
底
し
た
承
和
期
の
官
の
工
房
の
様
式
か
ら
の
離
脱
が
、
仏
限
仏
 
 

母
如
来
像
・
弥
勒
如
来
像
で
ほ
少
し
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
て
、
表
文
線
な
ど
 
 

に
ほ
よ
り
整
理
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
デ
リ
ン
グ
 
 

な
ど
は
抽
象
化
が
徹
底
せ
ず
、
人
体
に
よ
っ
て
い
る
感
じ
も
み
う
け
ら
れ
る
。
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私
ほ
そ
れ
を
全
体
を
支
配
す
る
様
式
が
少
し
乱
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
れ
 
 

ほ
様
式
か
ら
制
作
年
代
を
考
え
る
の
に
問
題
と
な
る
程
の
も
の
で
は
な
い
。
従
 
 

っ
て
、
安
禅
寺
五
智
如
来
像
が
貞
観
五
－
九
年
（
八
六
三
－
七
）
頃
の
制
作
が
 
 

考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
の
制
作
年
代
も
そ
れ
と
 
 

（
8
0
）
 
 

同
じ
頃
か
、
少
し
遅
れ
る
頃
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
や
は
り
官
の
工
房
に
 
 

ょ
る
作
品
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
様
に
観
心
寺
の
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
が
考
え
ら
れ
る
な
ら
 
 

ば
、
直
ち
に
二
つ
の
こ
と
が
想
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
道
像
が
寺
史
と
結
び
 
 

っ
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
一
つ
ほ
、
そ
こ
に
官
の
高
官
が
介
在
す
 
 

る
の
で
ほ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

寺
史
に
関
し
て
は
、
貞
観
十
年
（
八
六
八
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
大
き
な
状
況
 
 

の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
既
に
指
摘
し
た
し
、
其
紹
の
少
僧
都
昇
位
と
も
か
か
 
 

わ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
今
一
つ
は
、
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
の
淳
和
太
皇
太
后
の
 
 

講
堂
修
理
料
の
施
入
が
注
目
さ
れ
る
。
淳
和
太
皇
太
后
正
子
ほ
嵯
峨
天
皇
と
橘
 
 

嘉
智
子
の
問
の
子
で
あ
り
、
仁
明
天
皇
と
は
兄
弟
で
あ
る
。
従
っ
て
、
講
堂
へ
の
 
 

修
理
料
の
施
入
は
母
の
発
願
し
た
堂
へ
の
施
入
で
あ
る
、
以
上
の
二
つ
が
仏
限
 
 

仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
の
造
像
の
時
期
と
し
て
有
力
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

次
に
官
の
高
官
の
介
在
に
つ
い
て
だ
が
、
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
の
 
 

様
式
が
、
安
禅
寺
五
智
如
来
像
と
近
似
す
る
官
の
工
房
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
が
 
 

重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
補
助
す
る
も
の
と
し
て
、
仏
限
仏
母
如
来
と
 
 

い
う
専
像
が
寺
家
の
必
要
性
と
は
離
れ
て
、
特
定
の
意
味
を
も
た
せ
て
造
像
さ
 
 

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
以
下
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
 
 

（
8
1
）
 
 
真
紹
は
 
『
禅
林
寺
式
』
 
の
な
か
で
称
礼
す
べ
き
尊
像
と
し
て
、
 
 

（
前
略
）
畢
則
次
第
称
礼
五
仏
井
弥
勒
観
音
虚
空
蔵
地
蔵
批
沙
門
等
十
尊
（
後
略
）
 
 

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
『
資
財
帳
』
 
の
尊
像
と
比
較
し
て
み
る
と
次
の
様
 
 

に
な
る
。
（
下
が
観
心
寺
）
 
 

五
 
彿
1
胎
蔵
界
鼻
茶
羅
（
如
法
堂
）
 
 

絵
毘
虞
舎
郡
仏
像
（
講
堂
）
 
 
 

弥
 
勒
－
1
金
色
弥
勒
如
来
像
（
講
堂
）
 
 
 

観
 
音
－
1
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
（
如
法
堂
）
 
 

練
色
如
意
輪
菩
薩
像
（
講
堂
）
 
 

聖
観
音
像
（
講
堂
）
 
 
 

虚
空
蔵
 
－
 
五
大
虚
空
蔵
（
如
法
堂
）
 
 

（
8
2
）
 
 
 
地
 
蔵
－
－
」
な
し
 
 
 

批
沙
門
・
王
巨
線
色
毘
沙
門
天
王
像
（
講
堂
）
 
 

（
讐
天
像
（
講
堂
）
）
 
 
 

と
な
っ
て
、
ほ
ぼ
重
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
『
資
財
帳
』
に
あ
っ
て
、
 

一
 
 

『
禅
林
寺
式
』
の
十
尊
に
あ
ら
わ
れ
な
い
も
の
を
あ
げ
る
と
、
普
賢
延
命
菩
薩
 
1
6
 
 

像
、
五
大
尊
像
、
金
銅
釈
迦
像
、
（
以
上
 
如
法
堂
安
置
）
金
色
仏
限
仏
母
如
一
 
 

乗
像
、
檀
色
薬
師
如
来
像
、
唐
聖
僧
像
、
金
剛
童
子
像
、
（
以
上
 
講
堂
安
 
 

（
8
3
）
 
置
）
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
彫
像
を
左
に
と
り
だ
し
て
記
す
。
 
 

金
銅
尺
迦
像
一
躯
高
四
寸
 
 
 

金
色
仏
限
仏
母
如
来
像
一
躯
 
 
 

檀
色
薬
師
如
来
像
一
躯
完
花
願
主
沙
弥
益
満
 
 
 

唐
聖
僧
像
一
躯
 
 

こ
の
う
ち
、
釈
迦
像
は
小
仏
ゆ
え
い
ず
れ
か
ら
か
運
ば
れ
た
も
の
と
も
考
え
 
 

ら
れ
る
し
、
薬
師
像
は
沙
弥
益
満
に
よ
っ
て
造
像
さ
れ
た
も
の
、
唐
聖
僧
像
ほ
 
 

前
述
の
様
に
現
存
の
像
か
ら
し
て
舶
載
像
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
由
 
 

来
は
そ
れ
な
り
に
判
明
す
る
。
従
っ
て
、
『
資
財
帳
』
記
載
の
彫
像
の
う
ち
、
 
 

仏
眼
仏
母
如
来
像
の
み
が
、
『
禅
林
寺
式
』
に
み
ら
れ
る
真
紹
の
選
択
し
た
尊
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像
な
ど
か
ら
で
は
理
解
さ
れ
な
い
尊
像
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
様
に
仏
眼
仏
母
如
来
像
が
寺
家
の
発
願
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
は
、
 
 

そ
れ
に
仏
限
仏
母
如
来
像
が
 
『
資
財
帳
』
 
の
講
堂
条
の
最
初
に
記
さ
れ
る
主
要
 
 

（
8
4
）
 
 

な
尊
像
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
せ
る
時
、
そ
こ
に
寺
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
 
 

官
の
高
官
の
発
願
を
考
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
私
ほ
仏
限
仏
母
如
来
像
 
 

は
貞
観
年
間
の
観
心
寺
の
寺
史
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
せ
た
官
の
高
官
に
よ
 
 

っ
て
発
願
さ
れ
た
像
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
寺
史
か
ら
考
え
る
限
り
、
そ
れ
 
 

ほ
定
額
寺
と
な
っ
た
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
 
 

て
、
弥
勒
如
来
像
も
そ
の
様
式
、
作
風
を
全
く
同
じ
に
す
る
か
ら
同
時
の
発
願
 
 

の
像
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
 
 

整
理
し
て
私
見
を
述
べ
れ
ば
、
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
は
、
官
の
高
 
 

官
の
発
願
に
な
る
像
で
、
貞
観
十
年
（
八
六
八
）
か
ら
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
 
 

に
か
け
て
の
観
心
寺
と
真
相
の
大
き
な
変
化
に
か
か
わ
っ
た
造
像
と
考
え
ら
れ
 
（
鋸
）
 
 

る
。
そ
の
時
期
が
発
願
で
あ
る
か
開
眼
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
 
 

し
、
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
 
正
子
が
講
堂
修
理
料
を
施
入
し
て
い
る
こ
と
か
 
 

ら
み
れ
は
、
こ
の
年
ま
で
に
ほ
一
応
完
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
或
 
 

い
は
正
子
の
修
理
料
ほ
講
堂
の
尊
像
構
成
が
変
っ
た
こ
と
と
か
か
わ
る
か
も
し
 
 

れ
な
い
し
、
正
子
が
造
像
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
 
 

は
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
そ
の
様
な
像
で
あ
れ
は
こ
そ
、
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
 
の
 
『
資
財
 
 

帳
』
勘
録
時
に
最
も
大
切
な
尊
像
と
し
て
、
講
堂
条
の
一
、
二
番
目
に
記
さ
れ
 
 

（
8
6
）
 
 

た
も
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
 

真
紹
と
観
心
寺
の
造
営
 
 

真
紹
は
貞
観
十
五
年
（
八
七
三
）
 
に
七
七
才
で
没
す
る
。
そ
し
て
、
元
慶
七
 
 

年
（
八
八
三
）
 
に
『
資
財
帳
』
 
が
勘
録
さ
れ
る
。
 
 
 

観
心
寺
は
南
河
内
の
山
中
に
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観
心
寺
に
ほ
 
 

全
く
都
ぶ
り
を
示
す
九
世
紀
の
彫
像
が
三
躯
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
唐
よ
り
の
舶
 
 

載
像
ま
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
希
有
な
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 

そ
れ
は
、
こ
の
小
論
に
記
し
た
様
に
、
観
心
寺
造
営
の
歩
み
が
、
真
言
密
教
僧
 
 

真
絃
の
あ
り
か
た
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
い
え
 
 

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
真
紹
の
観
心
寺
の
地
へ
の
山
林
修
行
の
為
の
入
山
よ
り
十
 
 

余
年
の
後
、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
頃
観
心
寺
は
第
一
の
造
営
期
に
入
っ
た
。
 
 

こ
の
造
営
に
は
真
紹
の
師
実
意
と
仁
明
天
皇
の
援
助
が
大
き
か
っ
た
様
で
あ
 
 

る
。
そ
の
造
営
の
中
心
は
如
法
堂
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
三
綱
が
置
か
 
 

れ
、
鐘
の
鋳
造
が
行
わ
れ
た
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
 
頃
に
ほ
一
応
の
完
成
を
み
 
 

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
か
ら
真
紹
の
活
躍
の
場
は
都
を
中
心
と
す
る
様
で
あ
 
 

る
。
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
 
に
東
寺
少
別
当
、
承
和
十
年
（
八
四
三
）
伝
法
濯
 
 

頂
職
位
、
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
 
権
律
師
そ
し
て
東
寺
二
長
者
、
嘉
祥
元
年
 
 

（
八
四
八
）
律
師
と
そ
の
歩
み
は
活
躍
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
と
共
に
観
 
 

心
寺
は
真
紹
の
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
れ
が
観
心
寺
に
新
 
 

た
な
造
営
を
生
む
。
承
和
末
年
か
ら
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
頃
に
考
え
ら
れ
る
 
 

嵯
峨
太
皇
太
后
橘
嘉
智
子
の
発
願
に
な
る
講
堂
の
造
営
で
あ
る
。
そ
の
主
尊
像
 
 

と
考
え
ら
れ
る
如
意
輪
観
音
像
も
同
時
の
発
願
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
の
造
 
 

像
は
斉
衡
年
間
（
八
五
四
1
六
）
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
真
紹
は
都
の
近
 
 

く
に
禅
林
寺
を
建
立
し
、
そ
こ
を
本
拠
と
す
る
。
神
護
寺
鐘
銘
は
、
「
故
禅
林
 
 

寺
小
僧
都
真
紹
和
尚
」
と
記
し
て
、
真
紹
晩
年
の
肩
書
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
 
 

の
禅
林
寺
ほ
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
 
に
定
額
寺
と
な
り
、
翌
六
年
裏
紹
は
権
少
 
 

僧
都
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
後
、
再
び
観
心
寺
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
困
 
 

は
、
真
紹
が
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
 
に
少
僧
都
と
な
っ
た
こ
と
や
、
同
年
観
 
 

心
寺
が
定
額
寺
と
な
っ
た
こ
と
と
か
か
わ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
仏
限
仏
母
如
来
 
 

・
弥
勒
如
来
像
の
造
像
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
 
 

に
よ
っ
て
観
心
寺
の
経
営
は
や
っ
と
安
定
を
え
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
真
 
 

17   



こ
の
小
論
で
は
、
観
心
寺
の
造
営
に
つ
い
て
考
え
つ
つ
、
九
世
紀
の
官
の
工
 
 

中
 
房
の
様
式
展
開
に
つ
い
て
も
考
え
て
き
た
。
先
学
の
な
か
に
は
こ
こ
に
扱
っ
て
 
 

63  田
 
 

紹
は
貞
観
十
五
年
に
没
す
る
。
 
 
 

こ
の
様
に
ふ
り
か
え
る
と
、
南
河
内
の
山
中
の
寺
院
に
都
ぶ
り
を
示
す
彫
像
 
 

が
存
在
す
る
こ
と
は
、
真
言
密
教
の
高
僧
其
紹
の
存
在
を
欠
い
て
は
考
え
ら
れ
 
 

な
い
。
現
在
の
観
心
寺
に
は
、
こ
こ
に
述
べ
た
 
『
資
財
帳
』
勘
録
前
の
像
の
ほ
 
 

（
8
7
）
 
 

か
に
も
数
多
く
の
平
安
期
の
彫
像
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
洗
練
さ
 
 

に
欠
け
る
も
の
で
あ
り
、
如
意
輪
観
音
像
・
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勤
如
来
像
の
 
 

様
に
都
ぶ
り
を
伝
え
る
像
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
南
河
内
の
山
中
に
あ
る
寺
 
 

に
都
ぶ
り
を
示
す
像
が
存
在
す
る
為
に
は
よ
ほ
ど
大
き
な
力
が
背
景
に
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
、
改
め
て
真
紹
の
存
在
の
大
き
 
 

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

い
る
諸
像
に
つ
い
て
、
真
言
密
教
と
の
か
か
わ
り
で
こ
れ
を
把
挺
し
ょ
う
と
さ
 
 

れ
て
い
る
か
た
も
多
い
。
し
か
し
、
私
は
そ
の
展
開
を
真
言
密
教
内
部
の
造
形
 
 

観
の
反
映
と
す
る
に
は
、
広
隆
寺
講
堂
阿
弥
陀
如
来
像
の
如
き
例
も
あ
っ
て
無
 
 

理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
「
官
の
工
房
」
と
い
う
 
 

天
平
期
官
営
造
仏
所
の
末
裔
を
考
え
て
み
た
。
文
献
上
の
明
証
は
欠
け
る
け
れ
 
 

ど
も
、
九
世
紀
彫
刻
の
一
つ
の
流
れ
を
考
え
る
上
で
は
都
合
が
良
い
様
に
思
わ
 
 

れ
る
。
こ
の
論
で
考
え
た
「
官
の
工
房
」
の
展
開
に
つ
い
て
簡
略
に
ま
と
め
て
 
 

こ
の
論
を
終
え
た
い
と
思
う
。
 
 
 

「
官
の
工
房
」
は
、
官
の
高
官
の
発
願
に
な
る
像
を
制
作
す
る
工
房
で
あ
 
 

る
。
こ
の
工
房
の
遺
作
に
ほ
東
寺
講
堂
諸
像
、
広
隆
寺
講
堂
阿
弥
陀
如
来
像
、
 
 

神
護
寺
五
大
虚
空
蔵
／
像
、
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
天
平
 
 

期
の
伝
統
と
高
い
技
術
を
持
っ
た
官
の
工
房
は
、
時
代
の
流
れ
に
従
い
つ
つ
 
 

も
、
前
述
の
作
品
に
お
い
て
ほ
伝
統
の
写
実
味
を
持
っ
た
細
か
い
モ
デ
リ
ン
グ
 
 

と
高
い
技
術
で
、
洗
練
さ
れ
た
質
の
高
い
作
品
を
制
作
し
、
特
に
そ
の
仕
上
げ
 
 

に
お
い
て
断
然
他
を
圧
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
斉
衡
年
間
の
観
心
 
 

寺
如
意
輪
観
音
像
の
成
熟
し
き
っ
た
姿
の
の
ち
、
官
の
工
房
ほ
か
な
り
大
き
な
 
 

様
式
転
換
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
様
式
の
像
と
し
て
は
貞
観
年
間
の
制
 
 

作
の
安
禅
寺
五
智
如
来
像
や
観
心
寺
仏
限
仏
母
如
来
像
・
弥
勤
如
来
像
が
あ
げ
 
 

ら
れ
る
が
、
新
様
式
の
造
像
に
伝
統
的
な
技
術
が
噛
合
わ
な
か
っ
た
為
か
、
官
 
 

の
工
房
の
優
位
さ
は
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
様
に
み
え
る
。
そ
し
て
、
仁
和
 
 

四
年
（
八
八
八
）
 
頃
の
御
願
寺
仁
和
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
で
は
ま
だ
技
術
的
に
す
 
 

ぐ
れ
た
と
こ
ろ
は
う
か
が
え
る
も
の
の
、
造
形
は
既
に
魅
力
を
失
な
っ
て
い
る
 
 

と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
官
の
工
房
の
終
焉
を
示
す
象
徴
的
な
記
事
に
 
『
聖
宝
 
 

僧
正
伝
』
 
に
み
え
る
東
寺
食
堂
千
手
観
音
像
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。
 
 

於
東
寺
食
堂
、
率
造
金
色
千
手
観
音
像
及
四
天
王
像
、
又
設
大
会
、
奉
開
仏
眼
之
時
、
 
1
8
 
 
 

太
上
天
皇
行
幸
、
（
中
略
）
別
下
勅
命
、
以
件
尊
像
而
為
御
願
 
 

一
 
 

こ
こ
に
み
え
る
様
に
、
東
寺
食
堂
千
手
観
音
像
は
聖
宝
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
 
 

た
後
、
天
皇
に
よ
っ
て
御
願
像
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
官
の
 
 

工
房
ほ
存
在
意
義
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
官
 
 

、
甲
u
 
 

の
工
房
の
終
焉
は
九
世
紀
末
頃
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
様
な
考
察
を
行
う
上
で
、
都
か
ら
地
理
的
に
離
れ
た
と
い
う
条
件
が
あ
 
 

り
、
さ
ら
に
そ
の
造
営
状
況
が
わ
か
る
観
心
寺
の
存
在
ほ
大
き
い
も
の
と
考
え
 
 

ら
れ
る
。
 
 
 

先
学
諸
賢
の
御
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
 
 

昭
和
五
十
六
年
九
月
記
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＜
註
∨
 
 
 

（
1
）
 
 
 

（
2
）
 
 
 

（
3
）
 
 
 

（
4
）
 
 

（
－
1
）
 
 
 

（
▲
b
）
 
 

（
7
）
 
 
 

（
8
）
 
 

（
9
）
 
 

（
1
0
）
 
 

（
‖
）
 
 

（
1
2
）
 
 

観
心
寺
の
現
在
の
住
所
ほ
、
大
阪
府
河
内
長
野
市
寺
元
四
七
五
。
 
 
 

『
平
安
遺
文
』
一
五
五
。
 
 
 

『
大
日
本
古
文
書
 
家
わ
け
第
六
』
観
心
寺
文
書
三
。
 
 
 

観
心
寺
の
草
創
に
つ
い
て
は
、
福
山
敏
男
氏
「
観
心
寺
の
創
立
に
つ
い
て
」
 
 

（
『
仏
教
芸
術
』
一
一
九
、
一
九
七
八
）
等
参
照
。
 
 
 

『
元
亨
釈
書
』
他
参
照
。
又
、
註
（
ヰ
）
の
福
山
氏
論
文
参
照
。
 
 
 

渡
辺
照
宏
・
宮
坂
宥
勝
氏
『
沙
門
空
海
』
一
八
〇
1
一
八
一
頁
（
一
九
六
七
、
 
 

筑
摩
書
房
）
等
。
 
 
 

『
東
宝
記
』
四
等
に
よ
れ
ば
、
 
 
 

「
十
禅
師
伝
灯
大
法
師
位
真
紹
蛸
冊
響
 
（
福
山
氏
の
校
訂
に
よ
る
 
註
（
4
）
論
 
 
 

文
）
 
 
 

と
あ
り
、
承
和
十
年
（
八
四
〇
）
 
の
二
三
年
前
に
出
家
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

こ
れ
ほ
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
 
に
あ
た
り
、
空
海
の
高
雄
山
寺
在
住
期
に
あ
た
 
 

る
0
 
 

註
（
6
）
 
第
八
草
等
参
照
。
 
 
 

薗
田
香
融
氏
「
草
創
期
室
生
寺
を
め
ぐ
る
僧
侶
の
動
向
」
 
（
『
京
都
大
学
文
学
 
 

部
読
史
会
創
立
五
十
年
記
念
国
史
論
集
』
一
九
五
九
）
等
参
照
。
 
 
 

『
三
代
実
意
』
貞
観
二
年
二
月
二
五
日
条
真
済
卒
伝
参
照
。
 
 
 

『
禅
林
寺
式
』
の
「
一
、
新
受
具
戒
即
六
箇
年
住
寺
内
不
可
出
外
事
」
参
照
。
 
 
 

其
解
が
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
に
出
家
し
た
こ
と
ほ
註
（
7
）
で
述
べ
た
。
弘
仁
 
 

九
年
か
ら
天
長
二
年
ま
で
は
七
年
間
で
あ
り
、
観
心
寺
の
地
へ
の
居
住
に
較
べ
る
 
 

と
短
い
。
 
 
 

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
三
月
ニ
ー
日
条
。
 
 
 

『
禅
林
寺
式
』
に
「
応
長
優
先
師
忌
日
追
福
事
」
が
あ
る
様
に
其
紹
に
と
っ
て
 
 

実
意
は
真
に
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
が
『
付
属
状
』
 
『
資
財
 
 

帳
』
に
実
意
の
功
績
を
記
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

註
（
1
0
）
の
真
済
卒
伝
。
 
 
 

『
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
九
月
六
日
条
。
 
 
 

『
官
符
等
編
年
雑
集
』
等
。
 
 

（
柑
）
 
 

可
服
酌
 
 

（
2
0
）
 
 

（
2
1
）
 
 

（
2
2
）
 
 

（
2
3
）
 
 

（
銅
）
 
 

へ
2
5
）
 
 

（
2
6
）
 
 

（
2
7
）
 
 

（
2
8
）
 
 

（
2
9
）
 
 

（
3
0
）
 
 

（
3
1
）
 
 

叫
経
机
 
 
 

『
東
宝
記
』
七
等
。
 
 
 

『
東
宝
記
』
四
等
。
 
 
 

同
前
。
 
 
 

『
資
財
帳
』
 
 
 

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
四
年
四
月
二
三
日
粂
。
 
 
 

『
東
寺
長
者
補
任
』
一
等
。
 
 
 

『
続
日
本
後
紀
』
嘉
禅
元
年
六
月
二
八
日
条
。
 
 
 

『
三
代
実
録
』
貞
観
六
年
二
月
十
六
日
条
。
 
 
 

『
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年
正
月
二
七
日
条
。
 
 
 

西
川
新
次
氏
「
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
に
つ
い
て
L
 
（
『
美
術
史
』
二
二
、
一
 
 

九
五
大
）
。
 
 
 

『
大
日
本
古
文
書
 
家
わ
け
第
六
』
に
よ
れ
ば
「
十
大
」
 
の
右
に
、
編
者
託
と
 
 

し
て
、
 
 （

追
筆
招
錮
㌶
軌
㌍
／
上
）
 
 
 

と
あ
る
。
 
 
 

『
文
徳
実
録
』
嘉
祥
三
年
五
月
四
日
条
。
 
 
 

西
川
新
次
氏
「
観
心
寺
の
仏
像
（
下
）
」
 
（
『
仏
教
芸
術
』
一
二
一
、
一
九
七
 
 

八
）
等
参
照
。
 
 
 

久
野
健
氏
「
観
心
寺
の
平
安
初
期
仏
像
に
つ
い
て
」
 
（
『
国
華
』
九
六
一
、
一
 
 

九
七
三
）
。
 
 
 

東
京
国
立
博
物
館
『
特
別
展
 
平
安
時
代
の
彫
刻
』
カ
々
′
ロ
グ
（
一
九
七
一
）
 
 

に
、
菩
薩
坐
像
（
伝
宝
生
如
来
）
 
と
し
て
記
さ
れ
る
金
色
弥
勒
如
来
像
の
解
説
で
 
 

は
、
『
資
財
帳
』
に
は
見
出
せ
な
い
と
し
、
九
世
紀
末
な
い
し
十
世
紀
は
じ
め
頃
 
 

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
 
 
 

西
川
新
次
氏
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
平
安
時
代
 
重
要
作
品
篇
三
、
 
 

如
意
輪
観
音
坐
像
備
考
項
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
七
）
。
 
 
 

同
前
。
 
 
 

如
意
輪
観
音
像
の
構
造
等
に
つ
い
て
ほ
、
丸
尾
彰
三
郎
氏
等
『
日
本
彫
刻
史
基
 
 

礎
資
料
集
成
』
平
安
時
代
 
重
要
作
品
篇
三
、
が
詳
し
い
。
又
、
同
書
に
ほ
参
考
 
 

文
献
目
録
が
あ
り
先
学
の
論
考
が
知
れ
る
。
そ
れ
以
後
の
論
考
と
し
て
は
、
西
川
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（
4
2
）
 
 

（
4
3
）
 
 

（
4
4
）
 
 

（
4
5
）
 
 

（
4
6
）
 
 

（
4
7
）
 
 

（
4
8
）
 
 

（
4
9
）
 
 

（
5
0
）
 
 
 

叫
配
内
 
 
 

（
州
）
 
 

（
4
1
）
 
 新

次
氏
「
観
心
寺
の
仏
像
（
上
・
下
）
」
 
（
『
仏
教
芸
術
』
一
一
九
・
一
二
一
、
 
 

一
九
七
八
）
等
が
あ
る
。
 
 

『
続
日
本
紀
』
延
暦
八
年
三
月
一
六
日
条
。
 
 
 

西
川
新
次
氏
「
観
心
寺
の
仏
像
（
上
）
」
 
（
『
仏
教
芸
術
』
一
一
九
、
一
九
七
 
 

八
）
。
 
 
 

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
六
月
l
五
日
条
に
 
 

ヽ
ヽ
 
 
 

「
公
卿
威
会
東
寺
 
縁
御
願
諸
仏
開
眼
也
」
 
 
 

と
あ
る
（
側
点
筆
者
）
。
 
 
 

広
隆
寺
講
堂
阿
弥
陀
如
来
像
ほ
か
つ
て
は
天
長
年
間
の
造
像
と
さ
れ
て
い
た
 
 

が
、
近
年
、
浅
井
和
春
氏
「
広
隆
寺
講
堂
阿
弥
陀
如
来
像
の
道
立
年
代
に
つ
い
 
 

て
」
 
（
『
国
華
』
九
七
三
、
一
九
七
四
）
の
発
表
以
来
、
こ
れ
に
従
う
も
の
が
多
 
 

。
 
 
 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
同
所
に
脇
侍
の
如
く
安
置
さ
れ
る
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
と
 
 

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
く
判
か
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
 
 

触
れ
て
い
る
。
 
 
 

神
護
寺
五
大
虚
空
蔵
像
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
平
安
 
 

時
代
 
重
要
作
品
篇
二
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
大
）
 
の
当
該
項
に
詳
し
 
 

。
 
 
 

『
神
護
寺
最
略
記
』
宝
塔
院
項
。
 
 
 

『
神
護
寺
略
記
』
宝
塔
院
項
。
 
 
 

西
川
杏
太
郎
氏
「
高
野
山
金
堂
諸
仏
関
係
資
料
」
 
（
『
仏
教
芸
術
』
五
七
、
一
 
 

九
六
五
）
等
参
照
。
 
 
 

註
（
6
）
書
一
五
二
－
四
頁
参
照
。
 
 
 

註
（
3
7
）
論
文
。
 
 
 

註
（
3
1
）
論
文
。
 
 
 

現
在
の
永
観
堂
は
そ
の
後
身
で
あ
る
。
 
 
 

嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
 
に
お
い
て
、
其
紹
が
こ
れ
を
発
願
・
造
像
・
安
置
で
き
 
 

る
寺
は
観
心
寺
の
ほ
か
に
は
考
え
ら
れ
ま
い
。
 
 
 

『
付
属
状
』
に
 
 
 

「
禅
林
寺
以
去
仁
寿
三
年
十
月
買
取
藤
原
閑
雄
朝
臣
宅
」
 
 

（
5
2
）
 
 

（
5
3
）
 
 

（
5
4
）
 
 

（
＝
力
）
 
 

（
r
油
）
 
 

（
訂
）
 
 

（
粥
）
 
 

（
H
）
 
 

（
仙
）
 
 

W
Ⅷ
此
 
 

（
6
2
）
 
 

（
6
3
）
 
 
 

叫
院
内
 
 と

あ
る
。
 
 
 

広
隆
寺
の
地
蔵
・
虚
空
蔵
像
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
 
 

平
安
時
代
 
重
要
作
品
篇
二
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
六
）
当
該
項
に
詳
 
 

し
い
。
 
 
 

註
（
5
1
）
書
参
照
。
 
 
 

教
義
的
意
味
よ
り
は
堂
内
の
構
成
的
要
素
に
つ
い
て
で
あ
る
。
 
 
 

註
（
5
1
）
書
参
照
。
 
 
 

正
史
で
あ
る
『
続
日
本
後
紀
』
に
は
、
仁
明
天
皇
の
晩
年
に
は
か
な
り
「
聖
窮
 
 

不
漁
」
 
の
字
句
が
み
え
る
。
 
 
 

『
続
日
本
彼
紀
』
嘉
祥
三
年
二
月
一
九
日
条
。
 
 
 

『
文
徳
実
録
』
嘉
祥
三
年
五
月
五
日
条
嵯
峨
太
皇
太
后
卒
伝
。
 
 
 

『
続
日
本
後
紀
』
に
は
、
嘉
祥
三
年
三
月
二
三
日
条
に
 
 
 

「
嵯
峨
太
皇
太
后
依
病
入
道
」
 
 
 

と
あ
る
。
 
 
 

速
水
備
氏
『
観
音
信
仰
』
 
（
塙
書
房
、
一
九
七
〇
）
第
一
章
第
二
節
参
照
、
猪
 
 

川
和
子
氏
『
観
音
像
』
 
（
至
文
堂
、
日
本
の
美
術
〓
ハ
六
、
一
九
八
〇
）
如
意
輪
 
 

観
音
項
参
照
。
 
 
 

『
禅
林
寺
式
』
 
「
応
長
労
送
観
心
寺
仏
燈
料
事
」
。
 
 
 

『
平
安
遺
文
』
一
六
四
。
 
 
 

註
（
3
3
）
書
、
註
（
3
7
）
論
文
等
。
 
 
 

安
禅
寺
五
智
如
来
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
も
の
を
次
に
列
記
す
 
 

る
。
 
 

毛
利
久
氏
1
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
 
－
 
「
安
禅
寺
五
智
如
来
像
考
」
 
 

（
『
仏
教
芸
術
』
二
四
、
一
九
五
五
）
 
 

紺
野
敏
文
氏
∵
－
－
仁
寿
二
年
（
八
五
二
）
1
「
創
建
期
の
安
禅
寺
と
五
智
 
 

如
来
像
」
 
（
『
美
術
史
』
一
〇
一
、
一
九
七
大
）
 
 

副
島
弘
道
氏
－
－
貞
親
元
年
（
八
五
九
）
1
「
安
禅
寺
五
智
如
来
像
の
造
 
 

立
年
代
と
承
和
以
後
の
作
風
展
開
」
 
（
『
仏
教
芸
術
』
一
三
三
、
一
九
八
 
 

一
）
 
 

足
立
康
氏
1
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
－
－
1
「
安
禅
寺
五
智
如
来
像
の
造
顕
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年
代
」
 
（
『
建
築
史
』
二
の
六
、
一
九
四
〇
）
 
 

金
森
遵
氏
 
－
 
嘉
祥
元
年
～
貞
観
九
年
！
「
安
禅
寺
と
五
智
如
来
像
と
に
 
 

就
い
て
」
 
（
『
密
教
研
究
』
八
四
、
一
九
四
四
）
。
 
 

（
6
4
）
 
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
。
 
 

（
6
5
）
 
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
に
「
（
仁
寿
）
二
年
秋
閏
八
月
、
穎
稲
一
千
斤
、
以
為
常
 
 
 

盤
分
、
即
下
官
符
付
之
山
城
国
」
と
あ
り
、
又
、
『
三
代
実
録
』
貞
親
元
年
四
月
 
 

十
八
日
条
に
「
去
仁
寿
年
中
、
初
建
此
伽
藍
」
と
あ
る
。
 
 

（
6
6
）
 
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
。
『
文
徳
実
録
』
斉
衡
二
年
六
月
一
日
条
。
 
 

（
6
7
）
 
『
三
代
実
慮
』
貞
観
十
三
年
九
月
二
八
日
条
の
順
子
卒
伝
中
に
、
 
 

「
天
安
二
年
八
月
乙
卯
、
文
徳
天
皇
崩
、
后
哀
働
柴
毀
、
後
遂
落
彩
為
尼
、
 
 

‥
．
」
 
 

と
あ
り
、
文
徳
天
皇
の
死
を
き
っ
か
け
と
し
て
落
厳
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

（
細
）
 
『
安
禅
寺
資
財
帳
』
に
、
「
従
一
位
藤
原
女
御
」
と
あ
る
の
は
、
順
子
の
姉
妹
 
 

で
あ
り
文
徳
天
皇
女
御
で
あ
っ
た
藤
原
古
子
と
考
え
ら
れ
る
。
註
（
6
3
）
論
文
（
副
 
 

島
民
他
）
参
照
。
 
 

（
6
9
）
 
同
前
。
 
 

（
7
0
）
 
下
寺
の
批
底
舎
都
立
輪
率
都
婆
は
註
（
6
3
）
紺
野
論
文
に
よ
っ
て
含
め
て
い
な
 
 

。
 
 

（
7
1
）
 
斉
藤
華
氏
「
東
寺
観
智
院
五
大
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
考
」
 
（
『
美
術
史
』
七
二
、
 
 
 

一
九
六
九
）
等
。
 
 

（
7
2
）
 
同
前
。
 
 

（
7
3
）
 
仁
寿
年
中
完
成
の
安
禅
寺
を
こ
れ
に
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
註
（
6
3
）
紺
野
 
 
 

論
文
参
照
。
 
 

（
7
4
）
 
註
（
朗
）
副
島
論
文
。
 
 

（
7
5
）
 
資
財
帳
の
記
述
に
つ
い
て
、
勘
録
時
に
そ
の
寺
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
像
を
、
 
 
 

制
作
の
順
に
か
か
わ
ら
ず
最
初
に
記
す
例
が
九
世
紀
に
は
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
扱
 
 

っ
た
観
心
寺
荒
壁
の
例
も
そ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、
安
禅
寺
も
そ
の
例
と
思
わ
れ
 
 

る
が
、
今
一
例
広
隆
寺
の
例
を
あ
げ
て
お
く
。
『
広
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳
』
金
 
 

堂
条
で
は
、
 
 

霊
験
薬
師
傍
檀
像
壱
躯
垂
竺
一
尺
（
以
下
略
）
 
 

金
色
弥
勒
菩
薩
像
壱
躯
爵
高
二
尺
八
寸
所
謂
太
子
本
願
御
形
 
 

金
色
阿
弥
陀
仏
像
壱
躯
屠
高
四
尺
（
以
下
略
）
 
 

同
彿
脇
士
菩
薩
像
弐
薩
居
高
三
尺
八
寸
（
以
下
略
）
 
 

不
空
清
索
菩
薩
檀
像
壱
躯
立
高
一
丈
七
寸
 
 

金
色
弥
勒
菩
薩
像
壱
躯
居
高
二
尺
八
寸
（
以
下
略
）
 
 

己
上
備
蓄
薩
像
 
本
自
所
奉
安
置
 
 

と
あ
る
。
文
末
か
ら
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
像
は
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
の
火
災
以
 
 
 

前
の
造
像
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
二
体
の
弥
勒
菩
薩
像
の
う
ち
、
い
ず
 
 
 

れ
が
現
存
の
宝
冠
・
宝
馨
の
二
体
の
像
に
あ
た
る
に
せ
よ
1
共
に
七
世
紀
の
造
 
 

像
が
考
え
ら
れ
る
ー
1
こ
の
粂
の
最
初
に
記
さ
れ
る
像
で
あ
る
「
霊
験
薬
師
彿
檀
 
 
 

像
壱
躯
」
よ
り
造
像
が
古
く
 
ー
 
檀
像
の
流
行
は
早
く
考
え
て
も
八
世
紀
以
降
で
 
 
 

あ
る
！
、
さ
ら
に
「
太
子
本
願
御
形
」
と
註
記
さ
れ
る
像
が
、
『
広
隆
寺
縁
起
』
 
 
 

に
よ
っ
て
も
広
隆
寺
の
当
初
の
本
尊
像
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
『
広
 
 
 

隆
寺
資
財
交
替
実
銀
帳
』
の
記
載
順
は
最
初
に
ま
ず
こ
の
時
点
で
の
最
も
大
切
な
 
 
 

像
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
7
6
）
 
五
智
如
来
像
が
五
大
明
王
像
に
遅
れ
て
造
像
さ
れ
る
の
は
少
し
不
審
に
思
わ
れ
 
 
 

る
か
も
し
れ
な
い
。
神
護
寺
の
例
を
み
る
と
、
五
大
堂
は
『
神
護
寺
略
記
』
等
に
 
 
 

よ
っ
て
淳
和
天
皇
の
発
願
と
思
わ
れ
、
天
長
年
間
（
八
二
四
－
八
三
三
）
頃
の
造
 
 
 

営
が
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
五
仏
堂
（
講
堂
）
ほ
『
善
財
院
本
高
雄
山
神
護
寺
 
 
 

略
記
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
仁
明
天
皇
御
願
と
あ
り
、
こ
れ
を
信
じ
れ
ば
五
大
堂
よ
 
 

り
遅
れ
て
の
造
営
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
7
7
）
 
『
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
七
月
十
九
日
粂
の
、
 
 
 

「
（
前
略
）
婁
従
去
貞
観
元
年
、
在
建
立
安
禅
寺
、
奉
為
田
邑
天
皇
、
毎
月
一
 
 

七
日
合
一
七
口
僧
、
持
念
専
勝
真
言
、
至
今
七
ケ
年
（
後
略
）
」
 
 

の
読
み
か
た
に
つ
い
て
は
、
荘
（
6
3
）
副
島
論
文
に
ょ
り
た
い
。
し
か
し
、
私
ほ
 
 

こ
の
条
全
体
が
新
し
い
安
禅
寺
の
誕
生
を
示
し
て
い
右
様
に
考
え
て
い
る
。
 
 

（
指
）
 
『
神
護
寺
最
略
記
』
。
 
 

（
7
9
）
 
註
（
6
3
）
紺
野
論
文
。
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（
鋸
）
 
仏
限
仏
母
如
来
・
弥
勒
如
来
像
の
様
式
の
乱
れ
た
と
こ
ろ
を
制
作
年
代
を
遅
ら
 
 

す
取
払
と
し
た
い
。
 
 

（
鋸
）
 
『
禅
林
寺
式
』
 
「
応
修
三
摩
地
礼
儀
井
念
葡
不
絶
事
」
。
 
 

（
8
2
）
 
『
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
二
月
二
五
日
条
真
済
卒
伝
中
に
、
神
護
寺
宝
塔
院
五
 
 

大
虚
空
蔵
像
前
で
十
輪
経
を
転
読
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
 
 

（
8
3
）
 
絵
像
に
は
移
動
の
可
能
性
が
大
き
い
の
で
こ
こ
で
は
省
い
た
。
ま
た
、
い
ず
れ
 
 
 

も
一
般
的
な
尊
像
で
も
あ
る
。
 
 

（
糾
）
 
註
（
3
3
）
書
に
よ
れ
ば
、
『
資
財
帳
』
字
面
全
体
に
押
さ
れ
る
「
観
心
寺
」
印
の
 
 
 

心
の
字
は
、
仏
限
仏
母
如
来
の
唾
字
の
形
に
近
い
と
い
い
、
こ
の
尊
像
に
対
す
る
 
 

尊
崇
の
度
を
伝
え
て
い
る
。
 
 

（
8
5
）
 
本
論
文
で
順
子
が
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
に
安
禅
寺
に
新
し
い
堂
宇
・
尊
像
を
 
 

発
隠
し
た
際
、
そ
れ
ら
の
完
成
を
ま
た
ず
、
直
ち
に
年
分
度
者
を
置
き
、
修
法
痘
 
 

行
わ
せ
た
こ
と
を
既
に
み
た
が
、
貞
観
十
一
年
（
八
大
九
）
 
の
観
心
寺
の
状
況
 
 

「
今
件
伽
藍
、
僧
徒
塞
繁
、
転
経
之
音
、
少
間
未
絶
」
 
（
『
資
財
帳
』
所
引
）
 
 

は
、
こ
れ
ら
の
尊
像
の
発
願
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
修
法
が
行
わ
れ
た
様
子
を
示
し
 
 

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
さ
せ
る
。
 
 

（
8
6
）
 
註
（
7
5
）
、
註
（
糾
）
参
照
。
 
 

（
卯
）
 
註
（
3
0
）
等
参
照
。
 
 

（
錮
）
 
こ
の
項
や
「
如
意
輪
観
音
像
」
項
に
記
し
た
様
に
、
こ
れ
ら
の
変
遷
を
真
言
密
 
 

教
の
内
で
の
 
（
東
寺
系
と
か
密
教
様
）
変
遷
と
す
る
先
学
が
多
い
。
例
え
ば
、
註
 
 

（
6
3
）
紺
野
論
文
は
、
「
八
八
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
（
中
略
）
慈
尊
院
弥
勒
仏
や
 
 
 

棲
霞
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
、
そ
れ
に
醍
醐
寺
薬
師
如
来
像
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
 
 

東
寺
系
の
作
風
だ
け
で
ほ
解
釈
で
き
な
い
技
法
や
表
現
が
み
ら
れ
る
」
 
と
す
る
 
 

が
、
こ
こ
に
官
の
工
房
の
衰
退
を
考
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
他
を
圧
す
る
工
 
 

房
が
失
わ
れ
、
多
様
な
性
格
の
工
房
（
そ
の
指
導
者
に
聖
宝
や
会
理
の
様
な
僧
を
 
 

考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
）
 
に
よ
っ
て
、
様
々
な
表
現
が
行
わ
れ
る
様
に
な
 
 

っ
て
き
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 
 

＜
附
記
＞
 
 

本
論
文
に
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
も
あ
っ
て
、
諸
尊
像
の
写
真
を
掲
載
し
な
か
っ
 
 

た
。
な
お
、
こ
の
論
文
で
扱
っ
た
諸
像
に
つ
い
て
は
著
名
な
も
の
ゆ
え
、
写
真
も
多
 
 

く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
左
に
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
て
お
く
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 

。
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
 
平
安
時
代
 
重
要
作
品
篇
一
～
三
』
 
（
中
 
 
 

央
公
論
美
術
出
版
）
 
 

。
『
原
色
日
本
の
美
術
5
密
教
寺
院
と
貞
観
彫
刻
』
 
（
小
学
館
）
 
 
 

0
 
『
日
本
美
術
全
集
6
密
教
の
美
術
』
 
（
学
習
研
究
社
）
 
 

（
一
九
八
一
年
九
月
二
十
一
日
 
受
理
）
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